
 

 

 

 

1. 課題やまとめを明確にした１時間完結型授業を徹底する。 
2. 問題解決的な課題を設定した小集団活動に取り組む。 
3. 各教科における活用力のとらえ方と授業における活動の工夫を行う。 
4. 基礎・基本のさらなる定着を図るために、困りや疑問を抱えた生徒への個別の指導を行い、家庭学習の充実を図る。 
5. 自主学習ノートを中心に家庭学習を計画的・継続的に行わせ、学習時間を確保する。 
6. 家庭と緊密な連携を図り、家庭学習の時間を確保する。 

 

 

1. 指導方法や指導形態の工夫 
(ア) 「小集団活動を活かし、活用力を高める授業」をテーマに、校内研究と連携した授業改善 ① 課題とまとめ、ねらいとふりかえりが明確化された1時間完結型授業を推進している。 ② 年に3回生徒による授業評価（アンケート）を実施し、授業改善に反映させている。 ③ 各単元の中で、２回以上は活用力を高めるために問題解決的な課題を設定した小集団活動に取り組んでいる。 ④ 生徒指導の三機能を意識した小集団活動の工夫を行っている。 ⑤ 教科毎に、その教科における活用力とは何かを明確にし、また、その目標値を設定し、授業において工夫している。 
(イ) 小中連携を活かした取組 ① 年2回実施の小中連携会議で共通理解したことを、それぞれが授業に活かしている。 ② 小学校6年生に算数（数学）の理解度テストを実施してもらい、単元ごとに正答率や理解度などを分析して、中学校の教育課程の編成ならびに授業内容において工夫を行っている。 

 

2. 生徒の学習意欲を向上させるための工夫 
(ア) 個々に応じた指導の充実 ① 数学科では、単元ごとに1クラスを習熟度により２クラスに分けて指導を実施している。また、その習熟度別クラスにもT2が入り、よりきめ細やかな学習指導を行っている。また、その他の教科も習熟度を意識して、基礎基本的な問題だけでなく発展的な問題にも取り組まさせている。 ② 補充学習が必要な生徒に対して、個別指導の場である「大神塾」を活用して確実な定着を図っている。 
(イ) 質問教室の時間の確保 ① 年間4回、定期考査前に全学年での質問教室の時間を確保し実施している。 ② 全教員が各教室を廻り、質問がある生徒や補充が必要な生徒の個別の学習指導を行っている。 
(ウ) 勉強合宿の実施 ① 中3の11月時に、3学年生徒全員で1泊２日の勉強合宿を実施している。高校入試に向けて、全員が一致団結して進路実現に向けて努力を行うことの意志固めをしている。過去問を解いたり、教え合い学習をしたりと、丸２日間友達と学習する中で受験勉強に対する意識を高めさせている。 

 

3. 家庭学習の取組 
(ア) 計画的・継続的な家庭学習の時間（毎日１時間３０分以上）の確保 ① 毎日の家庭学習の実施時間を、生活ノート「前進」に記入させ学級担任がチェックし随時指導をしている。 
(イ) 自主学習ノートの取組の工夫 ① 毎日家庭で取り組む自習学習ノートの学習内容を、帰短学活で班毎に相談させて決定させている。翌日の朝短学活でその内容の確認・交流・評価を行っている。 ② 小学校と連携し、毎日家庭で取り組む自習学習ノートの取組み方も共通化を図っている。 ③ 毎月末に、保護者に我が子の自主学習ノートの内容をチェックしてもらい、コメントをもらっている。 
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① 毎日、一定時間、決まった場所で学習を始めることが習慣化につながります。

（例） 中学生･･･夕食、入浴を済ませ夜９時になったら始める。

※計画表を作ると良い。

② 学習をする場所の環境を整えましょう。

宿題をすることで、その日の学習内容を振り返ることができます。同時に、その内

容をどの程度理解できているかを自分自身で確認することができます。

もし、宿題でわからないことがあったら･･
○教科書、ノート、ワーク、授業中に使ったプリントなどを見直す。

○わからない言葉などは、辞書を使って調べる。

○どうしてもできない・わからない場合は、家族や友だち、学校の先生に教えて

もらう。

その日の学習やそれ以前の学習で「わからなった内容 「できな」

かった問題 「間違えた問題 「自分の興味のある内容」などを」 」

「自学ノート」にまとめ、学力の定着を図る。

１．明日の授業で学習するところ（教科書など）を読む。

２．大切なところに線を引く。

３．わからない言葉、単語などを辞書で調べ、ノートに書く。

４．問題を解いてみる （解けなくても大丈夫です。どの問題が解。

けないかを明らかにして授業にのぞむことが大切なのです）

家 庭 学 習 の ３ つ の ポ イ ン ト

１ 家で学習を始める時刻を決めておく

家庭学習時間のめやすは毎日９０分以上

２ まず「宿題」をすませる

３ 次に 「自学ノート」に取り組む、

復 習

予 習

全部終わったら、明日の準備をする ～～忘れ物がないように
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・生徒各自Ｂ版（Ｂ５サイズ）のノートを用意する。

・表紙に｢自主学習ノート｣｢Ｎｏ○｣｢名前｣を記入。

・１日１ページ以上とりくませる。上の余白に月日、取り組んだ時間帯を記入する。

・学習内容については、帰りの学活で班ごとに計画させる。

・朝の学活で班ごとに前日の取り組みを確認し、提出をする。

・表紙に落書きをしたり、シールを貼ったりしない。

自学ノートの取り組み例

一ヶ月に１回、自学ノートを保護者

に見てもらい、一言メッセージを書

いてもらいます。

自学ノートの取り組みについて

図
を
書
い
た
り
、
大
切
な

語
句
は
赤
色
で
書
い
た
り

し
て
、
わ
か
り
や
す
く
ま

と
め
ま
し
ょ
う
。

気
づ
い
た
こ
と
や
ポ
イ

ン
ト
を
記
入
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
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国 語

１．声に出して読む

学校で学習している文章を、家で声に出して読みましょう。声に出して読む

ことで、読めない漢字に気がつきます。毎日読む内に内容も頭に浮かぶように

なります 「声に出して読む」ことは、文章を理解するための第一歩です。。

２．漢字は書いて覚える

漢字は漢字専用のノートを用意しましょう。そして、書く際はへんやつくり

を意識して書くよう心がけましょう。機械的に書くより頭に入りやすく、忘れ

にくくなります。また、漢字の意味を考えながら、熟語で練習することも大

切です。

３．分からない言葉が出てきたら辞書で調べる

分からない言葉が出てきたらすぐに辞書で意味を調べましょう。意味が分か

れば文章の内容は理解できるのです 「辞書を何回もひいて自分が分かる言葉を。

増やす」ことは国語の力をつけるためにとても大切なことです。

社 会

１．復習に重点を置き、書いて覚える

「ポイントをチェックしながら教科書をしっかり読む→ノートに補足を書きこ

み、資料・地図などを貼る→ワークや問題集で学習内容を確認する」流れが復習

の基本パターンといえるでしょう。重要語句や人物名は書いて覚えましょう。

２．学習した内容を詳しく調べる

学習したことに対して「なぜ？ 「どういうこと？」という疑問をもち、それ」

を解決していきましょう。図書館の本やインターネット等を大いに活用しましょ

う。それが「情報収集の力」を身に付けることにもつながります。

３．学習したことを社会の動きと関連させる

社会科は、社会の動きを学習する教科でもあります。進んで新聞を読んだり、

テレビのニュースを見たり、旅行先で見聞を広めたりすることも大切な学習の機

家 庭 学 習 の 内 容 や 方 法 (例 )
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数 学

１．教科書の例題を理解する

教科書の例題では、基本となる解き方や考え方を示しています。まず、その例

題に示されている式の意味、計算の仕方や流れをしっかり理解することが大切で

す。理解して、もう一度例題を解いて内容を自分のものにしましょう。そして練

習問題に挑戦しましょう。

２．復習して何回も繰り返して練習する

授業で学習した内容を定着させるには、繰り返し復習することが大切です。学

習した内容のワークや教科書の問題を何回も繰り返して学習すると確実に力がつ

きます。

３．いろいろな問題を数多く解く

基本が分かっていても、問題の出され方が違っていたり、少し応用されたりす

ると解けないという悩みが聞かれます。その解決には、家庭学習でワークや問題

集などのいろいろな問題を数多く解くことが効果的です。様々な形で出される問

題に慣れましょう。

理 科

１．関心や疑問をもつ

。 、テレビや新聞などで話題になる科学に関することに関心を持ちましょう また

日常生活の中で起こるいろいろな現象に対し「どうしてそうなるのかな 「なぜ」

そうなるのかな」と疑問を持って、百科事典などで調べてみましょう。理科の先

生に質問してみるのもお勧めです （例）雨ってどうやってできるの？水100㎤に。

アルコール100㎤を加えると混合液はなぜ200㎤にならないの？

２．実験や観察に積極的に参加する

実験や観察がある授業では、自分で実際に実験器具や観察用具にふれ、やって

みる体験が大切です。手足を使い体験したことは頭に残ります。また、実験や観

察では、その「方法や手順、注意すべきこと 「結果から何が言えるのか、わか」

ったのか」などを自分なりにまとめましょう。ポイントがつかめます。

３．ワークで問題練習をする

ワークの活用は、学習したことを問題にあてはめて考える力を付けたり、重要

事項を覚えたりすることに効果的です。解き方を確認しながら繰り返し解くとと

もに、答え合わせの際には解説をしっかり読みましょう。また、それでも理解で

きなかった場合は、学校の先生に質問しましょう。
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英 語

１．声に出して読む

授業中には読めた英文が、後から読もうとしたら読めなかった･･ということを

なくすため、まずは授業の中で先生やＡＬＴさんの発音にしっかり耳を傾け、正

確に発音するよう心がけましょう。家庭では教科書の音読を３回、できれば５回

以上すると良いでしょう 「習ったその日の音読」が大切です。。

２．書いて確かめる

次は書く練習です。まずは教科書を見ながら、単語や英文をていねいに書き写

。 、 。 、します このとき ゆっくりと発音しながら書きます 単語ならノートの１行分

英文なら１文につき５回くらい書くと良いでしょう。大切なのは 「覚えるまで、

繰り返し書く」ことです。時間をおいて復習し、書けなかったものを中心にくり

返して練習しましょう。自分で「単語カード」を作りポケットに入れておき、休

み時間などに取り出して活用しましょう。

３．基本文の確認をする

「基本文」とは教科書の各ページに載っている「暗記すべき短い英文」のこと

です。新しい文法を学ぶ際には、この英文をマスターすることが一つの目標にな

。 、「 、 、ります 授業のノートやワークを使って復習し 基本文の意味が分かる 読める

書ける」ことを確認しましょう。

音 楽

、音楽は私たちの生活を豊かにしたり

励ましてくれたり、元気づけたりしま

す。生涯にわたって音楽に親しむ気持

ちを育てましょう。

１．偏らないよういろいろなジャンル

の曲に親しみましょう。

・気に入った曲を口ずさむ

・作曲者について調べる

・曲ができた背景などを調べる

２．個人で楽しむ音楽だけでなく、学

級や学年集団の中で表現したり、鑑

賞したりしましょう。

＊ポータブルな音楽機器で音楽を大

音量で聴くと、難聴のもとです。気

を付けましょう。

美 術

「美術」という教科は、生活を明るく

豊かにし、生涯にわたって楽しく描い

たりつくったりする創造活動や、その

ための表現や鑑賞の基礎的能力を育成

することを重視します。従って、この

教科では、感動する心や美しさの価値、

他者の心情などを感じ取れる豊かな感

性が求められます。美意識を高め、自

分の表現活動を広げ、豊かな情操を養

っていきましょう。また、特に発想や

表現につまずく人が多いので、取り組

（写真や作品のアむ題材の資料になる物

）イデアや表現されている手本になるような物

を集めましょう。

（例）レタリング→新聞や広告・雑誌の字体
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森 信三（明治生まれの哲学者・教育学者）の言葉より

◎同僚より５分前に出勤する心構え･･･それが１０年も積み重ね

られた時、いつしか大きな開きとなる。

（一日一語より）

◎時を守り、場を浄め、礼を正す。これ現実界における再建の

三大原則にして、いかなる時の処にも当てはまるべし。

（学校現場の再建大原則より）

◎家庭教育の心得２１より

「子どもの前では夫婦喧嘩はしない」

「テレビは必ず応接間に置くこと」

「小学校１，２年生では国語の教科書を毎日必ず朗読すること」

保 体

体格や体力・運動能力が急速に発達

するこの時期に、いろいろなスポーツ

に親しみ、生涯にわたってスポーツを

楽しむ力や態度を身に付けることは、

健康で活力に満ちた生活を送る上でと

ても大切なことです。

１．運動部活動に入部し、体と心を鍛

えましょう。

２．自分で決めた体力作りをしましょ

う。

・腹筋を鍛える

・下校後、○分間走る

・犬の散歩をしながら３０分歩く 等

３．スポーツ観戦をしましょう。

・オリンピック放送

・ワールドカップ

・プロ野球やＪリーグ 等

技 家

＜技術科や家庭科の学習内容＞

技術科：ものづくりやエネルギー利用

及びコンピュータ活用などに関する基

礎的知識と技術の習得。

家庭科：生活の自立に必要な衣食住に

関する基礎的知識と技術の習得。

実際の生活に役立たせるための知識

や技術を習得することは大切です。

従って 「生活を通して学ぶ」という、

ことが重要です。また逆に、学校で学

習した知識や技術を「普段の生活の中

に活かす」ことも大切です。

１．家の手伝いをしましょう。

自分のことは自分でしましょう。家族

の一員として何事にも積極的に取り組み

ましょう。そうすることで、知識や技術

が生きてきます。
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※おうちの人と相談して記入し、勉強机の前に掲示しましょう。

１ 起きる時刻 → 時 分

２ 寝る時刻 → 時 分

３ 勉強時間

目 標： 時 分から

◎決まった場所で

◎決まった時間に

◎テレビやゲームを消して

◎机の周囲を整理して

◎集中してやる習慣を身に付けましょう。

４ テレビは１日に 分

２つ合わせて６０分以内が望ましい。

５ ゲームは１日に 分

６ 家の仕事 →

「 」艱難（かんなん）汝（なんじ）を玉にす
人は多くの苦しみや困難を経て初めて立派な人間となる。

規則正しい生活習慣を身に付けるために
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日出町の目指す「確かな学力」を身に付けた子ども

基礎・基本と活用力、

学ぶ意欲を身に付けた子ども

保護者の皆様へ

これからの変化の激しい社会を生きる子どもたちにとって、学校や家庭、

地域が一緒になって「豊かな心 「確かな学力」などの「生きる力」を育て」

ることが必要です。

子どもたちに必要な学力は、基礎的な「知識・技能」だけでなく 「学ぶ、

意欲」や「思考力 「判断力 「表現力」などをふくめた幅広く活用できる」 」

「確かな学力」です。この「確かな学力」を身に付ける場は、何と言っても

学校です。学校では、日々の授業を通して、子どもたち一人一人に「確かな

学力」を身に付けようと、教師個々が授業力の向上を目指して研修を重ね、

「わかる 「できる 「楽しい」授業作りに努力しています。」 」

「確かな学力」を身に付けるためには、授業の充実とともに、家庭での子

どもの生活習慣や学習習慣などの形成が重要です。よい生活習慣や学習習慣

は、学力の要素である「学習意欲」や「ねばり強く課題に取り組む態度」を

支える基盤となります。また、家庭生活の中で、宿題や予習・復習という形

で学習を補うと、学びが連続し、学習内容が確実に定着します。

家庭学習の習慣化のためには、子ども自身の努力は勿論、学校と家庭が連

携・協力して取り組むことでが大切です。子どもたちのよりよい成長のため

に、一緒に家庭学習習慣の確立に努めていきましょう。

この「家庭学習の手引き」は、家庭での学習内容や方法の一例を示してい

ます。内容によっては子どもさんと一緒に読んだり、机の前に掲示したりし

て、学習習慣の形成・確立と学力の向上を図るために活用していただきたい

と思います。
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家庭学習はなぜ必要なのでしょうか。それは、家庭学習によって次の４つの教育効果

が期待できるからです。

※家庭学習とは

家庭で行う学習のことで、宿題と自主学習（自学）の２種類があります。

、 「 」「 」「 」① 宿 題･･･学校から出された問題や課題で 主に 読む 書く 計算する

などの基礎学力を養う学習。

自主学習･･･自分で学習したい問題・課題を見つけ、それを調べたり、解い②

たりし応用力を養う学習。

１．学習内容が定着します

学校で学習したことを家庭で復習することに

より、習熟・定着を図ることができます。特に、

漢字や計算などは、学校だけの学習ではすぐに

忘れてしまいがちです。学校の授業中に「わか

ったこと」を、家庭で繰り返すことで定着度合

が増え 「できる」という自信（右のグラフ参照）、

につながります。

２．学ぶ習慣がつきます

毎日、一定時間、決まった場所で家庭学習を続けることにより、自ら進んで学ぶ習

慣が身に付きます。また、毎日続けることは、やがて当たり前の習慣になり、子ども

たちの「学ぶ力」を育てる大きな力になります。

３．脳の活性化が図られます

脳も手足の筋肉と同じように、鍛えれば発達し、活発に働くようになります。つま

り 「読み 「書き 「計算」などの学習に繰り返し取り組み、脳を使うことで脳は発達、 」 」

し、いろいろなことにうまく活用できるようになります。

４．がまん強さ・根気強さ・集中力がつきます

家庭学習の最大の敵は「テレビ 「ゲーム 「携帯電話」です。毎日２時間以上もし」 」

ている子どもは、一般に本を読むのが苦手で、勉強も嫌いな傾向にあります。当然

学力も伸びません。

「テレビなどは１日に２時間以内 「９時以降はゲームをしない 「ノーテレビデー」 」

やノーゲームデーを決める」など、家庭でのルールを決め、学習

や読書などの時間をしっかり確保させましょう。また、テレビな

どの誘惑に打ち勝つことにより、自制心・がまん強さ・集中力な

どを養うことができます 「見放題 「し放題」だけはやめさせま。 」

しょう。

繰り返すほど

。忘れにくいのです

約束：９時で終わり

家庭学習の意義
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＝中学時代はいわゆる「思春期」です＝

○心と体の成長がアンバランスになりがちで、

不安や悩みを抱えやすくなります。

○家族に依存したいという気持ちと、家族から

自立したいという気持ちが混在します。

○矛盾する大人の態度に反抗的になります。

○他人から見た自分を意識し、比べて落ち込んだり、無理に合わせようとしたりし

ます。

○中学校生活を有意義に過ごすためには、学習と部活動の両立が大切です。

○１単位時間の授業は５０分になります。

○教科ごとに先生がかわる、いわゆる教科担任制になります。

○定期テスト（中間テストや期末テスト）などがあります。

・中間テストは３日前、期末テストは５日前から部活動が中止になり、計画に沿

ったテスト勉強ができます。

・テスト後には成績表が渡されます。

・進路選択（調査書）に関わる重要なテストです。

・普段の学習をおろそかにしていては良い結果は望め

ません。

・必ず、準備をして臨みましょう （全範囲を勉強し。

ましょう ）。

○部活動との両立を考えましょう。

・帰ったらできるだけ早く食事や入浴をすませ、家庭学習に取りかからせましょ

う。

・練習のため帰宅時間が遅くなったり、休日も出かけたりすることが多くなりま

す。計画的な学習が望まれます。

学習時間のめやす

９０分以上

学習の特徴

「安らぎ」と
「支え」を

○あいさつや会話を大切に！

「おはよう」などのあいさつや会話は家族の

「絆」や心の「安らぎ」を感じ取れます。

ものです。○勉強合間の軽食や飲み物は嬉しい

めあて：計画的・継続的な学びを進める。

中学生はこんな時期です
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家庭学習の効果が上がるかどうかは保護者の姿勢いかんにかかっています。子ども

が をお願いします。やる気を出すような働きかけ 安心・集中して学べる環境作りや

家庭学習を毎日決まった時刻に行うためには、家庭での生活

リズムを整えることが大切です。中でも 「早寝・早起き・朝、

ご飯」は、生活リズムの大原則です。

学校でも家庭でも生き生き元気に学習に取り組むため、中学

生は までに寝て、朝は までに起き、お茶碗午後 時 午前 時１１ ７

の朝ご飯を食べよう、という日出町独自の１ １杯（食パン 枚）

取組（ ）を推進していますので、ご協力下さい。『 』11-7-1運動

また、朝の登校前の排便、うがい・手洗いの励行など基本的

な生活習慣も身に付けさせましょう。

子どもが家庭学習をしている時は、テレビを消したり、音量を下げたりしましょ

う。テレビを見ながらの勉強はもちろんいけませんが、

テレビの音が聞こえるような環境では子どもは集中でき

静かに学習できる環境を作ってあげるのは親のません。

です。家族が協力しましょう。役目

また、学校で使う道具や持ち物の準備・点検の習慣を

身に付け、忘れ物をなくさせましょう。

学校では、各学年に応じた宿題を毎日出しています。学校が休みの日も例外では

ありません。それは、 だからです 「繰り家庭学習はとにかく毎日続けることが大切 。

返し 「継続して 「積み重ねる」ことで定着が図られます。毎日、決まった時間、」 」

決まった場所で家庭学習ができるよう支援することが習慣化に繋がります。それを

３ヶ月続けると効果があるといわれています。

しかし、休日にスポーツをしたり家族で遠出をしたりして疲

れてしまい、家庭学習どころではない場合もあるでしょう。そ

ういう計画がある場合は、スポーツや遠出をする前に家庭学習

を済ませておくことが一つの方法です。その指導・アドバイス

も家庭の役割です。

保 護 者 に ６ つ の お 願 い

１ 規則正しい生活をさせましょう

２ 学習できる環境を作りましょう

３ 毎日させましょう



- 12 -

。 、学力を伸ばすためにできるだけ長時間勉強した方がよいと思いがちです しかし

１日や２日ぐらいなら、なんとか勉強に集中できるかもしれませんが、だらだら長

くやっても、体も頭も疲れるだけです。

集中させるためには

１．おやつを食べながら、テレビを見ながらなどの

です。「ながら勉強」は禁物

２．部屋や勉強机を整理・整頓させましょう。

マンガの本やゲームなど気が散るような物が近く

にあっては学習に集中できません。逆に、整理・整

頓された部屋や机は、気持ちが落ち着き集中できる

ものです。

、 、 、保護者や教師が 子どものがんばりを認め ほめたり励ましたりすることにより

自信がつき、進んで学習しようという意欲を高めることができます。反対に、保護

者が口うるさく強制したり、間違いをきつくとがめたりすると逆効果になることが

あります。

発明王の名をもつエジソンは小学校時代成績が低かったそうですが、そういう

彼を母親がいつも励ましていたそうです。そして、エジソンが

疑問をもったり、興味をもったりしたことを一緒に辞典などで

調べてくれたそうです 「すごいね！ 「がんばったね！ 「だい。 」 」

じょうぶだよ」との励ましにきっと自信をもって学んでいった

のではないでしょうか。

ほめること、励ますことは子どもの学習のエネルギーになるのです。

小学校の低学年の間は 「子どもに勉強をさせる」ことよりも、

子どもが音読学習をしている時はそばで聞いてあげる、勉強が

わからない時は教えてあげたり一緒に調べてあげたりする、な

ど家庭学習をしている子どもに保護者が関わっていこうとする

ことが、子どもの学習意欲を高めることになり、同時に家族の

ふれあい（コミュニケーション）を図ることになります。

家族にふれあいの機会が増えることは、子どもの心の安定に

繋がり、心身も頭脳も健やかに育ちます。

成功体験を積ませることで、子どもに自信と意欲をもたせましょう。

４ 短時間で集中させましょう

５ 子どもの頑張りを認め、ほめて励ましましょう

６ 親子のコミュニケーションを図りましょう
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研究主題
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～小集団における言語活動を通して～

「戮力協心」 体育大会を終えて

平成２８年６月２２日（水）

日出町立大神中学校



日 程

１０：２０～ 説 明 (校長室）

１０：４０～ 一般授業 （網掛けクラス）

校 時 １－Ａ １－Ｂ ２－Ａ ３－Ａ ３－Ｂ

一般授業 ３ 限 保 体 技 術 国 語 理 科 社 会

衛 藤 藤 本 大 野 中 川 中 村（１０：４０～）

４ 限 音 楽 理 科 数 学 社 会 英 語

小 原 中 川 朝倉・藤本 中 村 岡 山（１１：４０～）

１２：３０～１３：３０ 給食・昼休み

１３：３０～１４：２０ 特定授業 数 学

授 業 者 三宮 一晃 教諭

教 室 ２Ａ教室

１５：００～１６：３０ 研究協議

場 所 図 書 室

司会進行 藤 本 教諭

記 録 小 原 教諭

（１）はじめの言葉 （ 教頭 ）

（２）校長あいさつ（含む 指導主事紹介） （ 校長 ）

（３）指導主事あいさつ

（４）研究協議

①本校の研究の概要 （ 大野 ）

②授業者より反省、質疑 （ 三宮 ）

③分散会

・ＫＪ法による授業の振り返り

分科会Ａ 図書室 司会（ 岡山 ）

分科会Ｂ ２ Ａ 司会（ 中村 ）

④交流会（協議した内容を発表し、交流する）

（５）指導講評

（６）謝辞（校長）

（７）終わりの言葉（教頭）
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１，校内研究テーマ
「自ら学び、確かな学力を身につけた生徒の育成」

～ 小集団における言語活動を通して ～

２，主題設定の理由

本校の生徒はまじめに、落ち着いて授業に取り組むことができる。また、小集団活動
においても率直に意見を言い合えるいい関係が見られる。小学校からの気心しれた関係
は小集団活動への抵抗を少なくしていると思われる。しかし、小集団の中でのその発言
は根拠に基づくものではなく、直感的、思いつきによるものも多い。根拠をもとに考え
や意見をもったり、その根拠をもとに意見を述べ合う経験は乏しい。

そこで、基礎・基本の定着と応用、また、習得した事項を活用するために小集団活動
「 」 、の中で言語活動のさらなる充実に取り組むことで 学びに向かう力 を育みたいと考え

本主題を設定した。

３，研究内容
（１）授業の工夫

①活用力を高めるための小集団活動（ｱｸﾃｨﾌﾞ･ﾗｰﾆﾝｸﾞ ）の工夫を意識して
・問題解決的な展開の授業
・１時間完結型授業の実施

②生徒指導の３機能を意識した小集団活動の工夫

（２）各教科における活用力のとらえ方と授業における活動の工夫
教科毎に、その教科における活用力とは何かを明確にし、授業において工夫する
ようにする。

（３）家庭学習の工夫
・家庭学習に毎日１時間３０分以上取り組む。
・１日１ページ以上取り組む。
・月１回保護者に自主学習ノートの確認をしてもらう。

４．研究の経過
４月 ・研究主題の設定
５月 ・研究に関わる生徒アンケートの実施

・アンケートの考察・本年度の研究主題、研究内容・方法の決定
６月 ・教科毎の研究内容の検討

８日 ・第１回校内研究会に向けての指導案及び資料の審議
６月２２日 第１回校内研究会 教科：数学（三宮教諭）

５．その他
① 各教科における取組

・各教科毎に活用力（思考力・判断力・表現力）とは何かを設定する。
・授業において活用力を育てる小集団活動を工夫する。
・問題解決学習に取り組み、適切な「課題」とつけたい力を明らかにする。
・授業改善の目標①の達成指標となる「活用力の目標値」を設定する。

② 互見授業の取組
年間２回の互見授業期間を設定し、お互いの授業を見合う（３回以上参観）

③ 小集団作り
学習班の活用（４～５人班）
１年（７班） ２年（９班) ３年 （５班）
班の全員が、理由や根拠をもとに考えを述べ合う場とする
発表に当たっては、ホワイトボードやＥＢなどを活用する
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◇昨年度の反省より
【第１回校内研のまとめ】

１ ＫＪ法による集約から
① 課題とまとめ

・ 課題」設定を明確にする「
・生徒が学びに向かう「課題」であるかの把握
＊「課題解決」に対して必然的な小集団活動であるか

② 小集団活動
・課題を解決するために適切な人数は
・課題に対して「個人」が考えをもつ時間の確保
・活動のルールの徹底

どんな目的で だれが 個人の役割
どんな方法で 何を使って
何をするのか どんなふうに

などを明確にし、伝える

その他
・ 課題解決」に必要な時間の確保「
＊導入 → 展開 → まとめ の見直し

・ユニバーサルデザインを意識する
（抽象的、未経験なものを具象に）

③ まとめ
・ 学び」を実感できる「

２ 指導主事の指導・助言

利光指導主事
・小集団とは何人だろうか
＊何を話し合うための小集団なのか＝小集団活動の必然性

・班学習の訓練が必要ではないか
・課題 → 生徒の「課題」となっているか
・班の発表をどう取り上げ、まとめるか
・活動 → 「学習」 ＊何を学んだのか
○５点セットと研究の関わり 単元の中で１回程度でいいのか

浅野指導主事
・課 題 課題解決型授業への挑戦････疑問形で

↓
まとめ 子どもからでてきた良いものをまとめる

キーワードを押さえる
・生徒の活動の手順やルールを視覚的に示す
・ゴールの姿が明確になっているか＝小集団活動の必然性
・小集団活動（活用力を高めるための）の活用であるが、交流だけでなく、
工夫できないか

・生徒指導の３機能を意識した授業の組み立て
どこに力を入れるかが重要（授業の中心）
そこを中心に授業を組み立てる（１時間完結型授業）
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【第２回校内研のまとめ】

１ ＫＪ法による集約から －問題解決型授業の展開－

【小集団活動の取組】 【視覚支援】課題の提示

・生徒の興味関心をひく身近既習の知識
・前時の学習とのつ な課題

視聴覚機器ながり ・教科のねらいに沿った課題
（教材）の使用

・Ｅボード
・ホワイトボード
・タブレット時間の確保 課題の明確化

・個人の考え ・グラフ（色つき）
↓ ・資料の提示 など

・小集団での交流 ・視点を絞る（焦点化）
・課題受け止めの確認

課題のおさえ ワークシートの活用
意見の絞り込み・ 課題」に対する「

小集団の考えとの
ズレ

２ 指導主事の指導・助言

利光指導主事
・問題解決的な学習とは？

×問題提示 解く 答え
ここまでが従来の学習

×
自分の考え 班（小集団） 班の意見

ここからが課題解決議論
その意見でほんとうに例）

?人口が増えるのか

浅野指導主事
・授業のパタ－ン化（ ･ ､ ）が定着してきている。課題 まとめ 発表の場など

活用力を向上させるために必要な能力は低い。
・単元に１回は活用型の授業の実施を。
・課題意識をもたせる工夫

▽ 課題をつかむ場面を工夫する
例）人口 人を目指すには30000

自分が住みたくなる日出町とは
自分が町長なら
役場の生活推進課に提案する など

▽ 考えを深める工夫をする
班で考えを１つに絞る

・ワークシートの記入
書いたことへの評価が大切
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小集団活動を活かした課題解決的な授業の流れ〈例〉

○自己存在感を与える場
・学ぶ意欲を引き出す課題○ 課題 （問題）の提示 ････ 一斉

○自己決定の場
・ 選択 「判断」のある授業課題を受け止める 「 」

・話し合いや交流の前に、ま一人一人が自分の考えをもつ〈思考〉
ず、自分の考え方、感じ方一人一人が自分の考えを書く〈表現〉
をもって臨んでいる授業

小集団活動 ････ 小グループ

課題を確認する
交 一人一人が自分の意見を伝え、互いに受け止める〈表現・思考〉
流 一人一人の意見を聞き〈思考〉ながら、新たな考え方に目を向ける〈判断〉

自分の考えを修正したり、補足したりする〈思考・表現・判断〉
仮説を立てる 〈思考・判断〉
検証する（実験する など） 〈思考・判断〉
まとめをする 〈表現〉

・ホワイトボード
○共感的人間関係を育む場・電子黒板など

・友だちの考えや感じ方をまず、受容的に発表の仕方を工夫する
聞き取る（受け止める）授業

・話し合いや交流活動の中から新しい考え

方が生まれ、話し合って良かった、交流

して良かったと実感できる授業

○自己存在感を与える場
・自分の考えや感じ方を書いたり話したりして、

みんなの前に示す場面がある授業○ まとめ の提示

○自己存在感を与える場
・学習の成果が実感できる振り

返り活動がある授業

○学習班を編成し、全教科で活用する････各授業共通の学習班（４名程度）
＊各教科で弾力的に運用

○小集団活動（学習班）の流れ〈例〉
① 役割を明確に 司会（班長 、記録（ 、） ）
② 話し合いの際、課題を確認する
③ 班の全員が自分の意見や考えを述べる ＊受容的、肯定的に聴く
④ 全員の意見や考えを聞いて、新たな意見や考えを述べる
⑤ 全体の意見をまとめる

話し合い中は、適切な助言・指導が必要⑥ 発表する

＊小集団活動は、あくまでも手段である（小集団活動をすることが目的ではない）
○日頃の活動（学活・道徳など）で小集団を育てる
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平成 28 年度 授業改善 5 点セット  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（学校教育目標） 自ら学び 心豊かで たくましく生きる生徒の育成 

（めざす生徒像）  自ら学ぶ生徒 心豊かな生徒 たくましく生きる生徒 

重点目標① 
自ら学ぶ生徒の育成 

重点目標② 
心豊かな生徒の育成 

達成指標③ 
各教科が設定した活用力の目標値に

達した生徒の割合が６５％以上 

教員の指導の現状 
・生徒にとってわかりやすい課題設定が不十分である。 
・問題解決的な学習が少ない。 
・活用力を高めるための小集団活動の工夫が十分でない。 

補充 
指導 

家庭学習

指導 

授業改善テーマ 
小集団活動を活かし、活用力を高める授業 

研究テーマ 
自ら学び、確かな学力を身につけた生徒の育成 

授業改善の重点 
・課題やまとめが明確化された 1 時間完結型授業の推進 
・小集団活動を活かし活用力を高める授業の推進 

取組内容②（＝評価 4 点セット重点的取組） 
・問題解決的な課題を設定した小集団活動に

取り組む。 
 

取組内容① 
・課題やまとめを明確にした１時間完結型

授業を徹底する。 

取組指標① 
・毎時間、「課題」「まとめ」カードを提示

し明確にする。 
・年に 3 回生徒による授業評価（アンケー

ト）を実施し、授業改善に反映させる。 

取組指標② （＝評価 4 点セット取組指標） 
・各単元の中で２回以上は活用力を高めるた

めに問題解決的な課題を設定した小集団活

動に取り組む。 

検証指標① 
・生徒アンケートにおいて「授業の課題を

意識して取り組み、まとめがほとんど理

解できている」と答える生徒の割合を

55％以上（昨年度 51％）にする。 

検証指標② 
・日出町標準学力調査（1,2 年）の活用の問

題において、全教科で全国平均正答率を上

回る。 
・大分県中３学力診断テストにおいて、全教

科で県平均点を上回る。 
 

生徒の現状 
・全国、県、日出町の学力調査の結果では、基礎・基本の土台はで

きているが活用力が不足している。 
・小集団活動の中では、自己の考えを述べることができる。 
・学習に向かう姿勢が受動的で積極性に欠ける。 

授業 
改善 
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授業改善計画         
                     日出町立大神中学校   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【授業改善テーマ】 
小集団活動を活かし、活用力を高める授業 

【授業改善の重点】 
１ 課題やまとめが明確化された１時間完結型授業の推進 
２ 小集団活動を活かし活用力を高める授業の推進 

【取組内容】 
① 課題やまとめを明確にした１時間完結型授業を徹底する。 
② 問題解決的な課題を設定した小集団活動に取り組む。 
 

 

研究協議 研究授業 

【取組内容】 
①  

・課題やまとめを明確にした１時間

完結型授業を推進する。 
②  
・小集団活動を活かした、活用力を

高める授業の推進 
【取組指標】 
①  
・毎時間、「課題」「まとめ」カード

を提示し明確にする。 
・年に 3 回生徒による授業評価（ア

ンケート）を実施し、授業改善に

反映させる。 
②  
・各単元の中で２回以上は活用力を

高めるために問題解決的な課題を

設定した小集団活動に取り組む。 

【４月～６月】 
＜目指す授業像の明確化＞ 

○学力向上推進委員会の研究内容の検

討 

○研究に関わる生徒・教師アンケートの

実施・アンケートの分析・本年度の研

究主題、研究内容・方法の決定 
○第１回校内研究会に向けての指導案

の審議及び資料の作成 
○授業評価カードによる生徒評価の実

施 

【７月～１２月】 
＜効果的な指導法の工夫・検討＞ 

○取組内容・取組指標の状況確認 
○教員・生徒アンケート等に基づく取組

指標・検証指標の分析 
○大分県学力定着状況調査、全国学力学

習状況調査、定期テストの結果の分析 
○中間評価、取組内容の検討・修正 
○第２回校内研究会に向けての指導案

審議及び資料の作成 

○効果的な指導法の工夫・検討 
○授業評価カードによる生徒評価の実      
 施 
【１月～３月】 

＜検証・次年度計画案策定＞ 
○取組指標・検証指標に基づく、教員・

生徒アンケート等の実施 
○日出町標準学力調査の結果の分析 
○授業評価カードによる生徒評価の実  
 施 
○本年度の取組の検証と次年度の計画

策定 

【４月～６月】 
○目指す授業像の共有化を図るた

めの授業 
・互見授業の実施 

・第１回校内研究会 
   授業のふりかえり 
   成果と課題の分析 
 
 
【７月～１２月】 
○取組内容に対する検証のための

授業 
・互見授業の実施 

・第２回校内研究会 
 
 
 
 
 
 
 
 

【検証指標】 
①  

・生徒アンケートにおいて「授業の

課題を意識して取り組み、まとめ

がほとんど理解できている」と答

える生徒の割合を 55％以上（昨年

度 51％）にする。 
② 
・日出町標準学力調査（1,2 年）の活

用の問題において、全教科で全国

平均正答率を上回る。 
・大分県中３学力診断テストにおい

て、全教科で県平均点を上回る。 
 

 

管
理
職
の
授
業
観
察 

学力向上推進委員会 

授業実践 
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各
教

科
に

お
け

る
活

用
力

の
と

ら
え

と
活
用

力
を

育
て

る
小

集
団

活
動

の
工

夫
（

２
８

年
度

）

教
科

活
用
力
と
は
？

活
動
の
工
夫

場
の
設
定

活
用
力
の
目
標
値

国
語

・
一

人
一

人
の

生
徒

が
言

語
の

主
体

的
な

使
い

手
と

し
・

創
作

し
た

作
品

を
互

い
に

鑑
賞

し
合

い
、

そ
の

良
さ

に
・

単
元

の
ま

と
め

と
し

て
、

単
元

末
の

「
学

習
」

を
・

定
期

テ
ス

ト
な

ど
で

、
条

件
付

き
の

記
述

式
問

題
に

て
、

相
手

、
目

的
や

意
図

、
多

様
な

場
面

や
状

況
な

気
づ
き
、
伝
え
、
自
分
の
作
品
に
活
か
す
場
の
工
夫
。

中
心

に
、

全
体

に
関

わ
る

問
い

を
考

え
さ

せ
、

小
取

り
組
ま
せ
、
そ
の
正
答
率

％
以
上
を
目
指
す
。

75
ど

に
応

じ
て

適
切

に
表

現
し

た
り

理
解

し
た

り
す

る
・

単
元

の
中

で
、

互
い

の
考

え
を

伝
え

合
い

、
読

み
取

り
集
団
で
伝
え
合
い
、
考
え
を
深
め
さ
せ
る
場
。

・
小

集
団

活
動

を
実

施
し

た
あ

と
の

振
り

返
り

で
「

新
、

力
。

を
深
め
る
場
の
設
定
。

・
作
品
の
鑑
賞
と
し
て

互
い
の
作
品
を
伝
え
合
い

し
い

考
え

を
知

っ
た

り
、

考
え

を
深

め
た

り
す

る
こ

、
、

そ
の
良
さ
に
気
づ
き

自
分
の
作
品
に
活
か
す
場

と
が
で
き
た
」
の
割
合

％
以
上
を
目
指
す
。

、
。

75
・
文
法
理
解
と
し
て
、
互
い
に
学
び
合
う
場
。

社
会

・
資

料
を

正
し

く
読

み
取

り
、

既
習

事
項

を
も

と
に

、
・

問
題

解
決

的
な

学
習

を
行

う
際

に
、

小
集

団
に

よ
る

協
・

課
題

を
解

決
す

る
た

め
に

資
料

を
読

み
取

り
個

人
・

授
業

の
課

題
に

対
す

る
ま

と
め

を
言

葉
で

説
明

し
た

他
の

意
見

と
比

較
し

な
が

ら
自

分
の

考
え

を
ま

と
め

働
的
な
学
習
を
取
り
入
れ
る
。

で
考

え
を

も
っ

た
後

に
、

小
集

団
で

交
流

し
、

考
り

記
述

し
た

り
で

き
る

よ
う

に
取

り
組

ま
せ

る
。

定
る
力

・
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
を

利
用

し
て

資
料

の
読

み
取

り
や

、
社

え
を
ま
と
め
、
深
め
合
い
、
表
現
す
る
場
。

期
テ

ス
ト

で
は

活
用

力
を

必
要

と
す

る
問

題
を

出
題

・
既

習
の

事
項

を
も

と
に

、
社

会
参

画
に

向
け

て
自

分
会

的
事
象
の
整
理
を
行
い

自
分
の
考
え
を
も
た
せ
る

し
、
そ
の
正
答
率

％
以
上
を
目
指
す
。

、
。

60
は
何
が
で
き
る
か
、
判

断
す
る
力
。

数
学

・
身

近
な

問
題

や
課

題
解

決
の

手
段

と
し

て
、

既
習

事
・

個
の

考
え

を
小

集
団

で
の

活
動

に
広

げ
、

互
い

の
考

え
・

発
展

的
課

題
に

対
し

て
、

既
習

内
容

を
元

に
個

人
・

授
業

で
発

展
問

題
や

記
述

や
説

明
を

必
要

と
す

る
問

項
を

元
に

、
筋

道
を

立
て

て
考

え
る

力
。

ま
た

、
そ

を
共

有
さ

せ
る

場
、

ま
た

、
そ

の
中

で
生

じ
た

課
題

や
で
予
想
を
立
て
、
そ
の
根
拠
を
交
流
す
る
場
。

題
に

取
り

組
ま

せ
る

。
定

期
テ

ス
ト

で
も

活
用

力
を

れ
を
説
明
す
る
力
。

疑
問
に
も
目
を
向
け
、
視
点
を
広
げ
る
場
の
工
夫
。

・
個

人
や

小
集

団
学

習
で

の
考

え
を

発
表

し
、

考
え

必
要

と
す

る
問

題
を

出
題

し
、

そ
の

正
答

率
を

「
わ

を
深
め
さ
せ
る
場
。

く
わ

く
コ

ー
ス

」
で

は
％

以
上

「
じ

っ
く

り
コ

60
、

ー
ス
」
で
は

％
以
上
を
目
指
す
。

40

理
科

・
科

学
的

な
言

葉
や

概
念

を
使

用
し

て
考

え
た

り
説

明
・

小
集

団
活

動
（

２
人

ペ
ア

学
習

・
４

人
班

学
習

）
を

授
・
課
題
を
提
示
し
た
後
に
予
想
を
個
人
で
考
え
た
後

・
実

験
の

考
察

を
記

述
し

た
り

、
授

業
の

課
題

に
対

す
、

し
た
り
す
る
力
。

業
に
取
り
入
れ

互
い
の
考
え
や
気
づ
き
を
伝
え
合
い

小
集
団
活
動
で
予
想
の
根
拠
な
ど
を
交
流
す
る
場

る
ま

と
め

を
考

え
、

記
述

し
た

り
で

き
る

よ
う

に
取

、
、

。
・
結
果
を
整
理
し
て
考
察

す
る
力
。

得
た
情
報
を
整
理
し
て
考
え
を
深
め
さ
せ
る
。

・
実

験
観

察
後

、
得

た
情

報
を

整
理

し
て

考
え

を
深

り
組

ま
せ

る
。

定
期

テ
ス

ト
で

は
活

用
力

を
必

要
と

め
さ
せ
る
場
。

す
る
問
題
を
出
題
し
、
そ
の
正
答
率

％
以
上
を
目

50
指
す
。

英
語

･
学

習
し

た
基

礎
･
基

本
（

単
語

、
文

型
）

を
使

っ
て

、
・

現
実

に
近

い
場

面
設

定
を

し
、

そ
の

中
で

小
集

団
学

習
・

新
出

構
文

を
学

習
し

て
文

型
練

習
し

た
後

に
、

そ
・

ス
キ

ッ
ト

作
り

を
さ

せ
た

り
、

自
己

表
現

の
英

作
文

日
常

生
活

の
場

面
で

表
現

（
書

く
・

話
す

）
で

き
る

で
創

造
的

な
会

話
を

作
ら

せ
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
を

さ
せ

の
新

出
構

文
を

使
っ

て
自

己
表

現
を

す
る

活
動

の
を

書
か

せ
た

り
す

る
。

３
文

以
上

の
文

で
自

己
表

現
力
。

る
。

場
。

で
き
る
率
を

％
以
上
を
目
指
す
。

50

音
楽

・
学

習
し

た
音

楽
要

素
を

表
現

し
た

い
イ

メ
ー

ジ
と

関
・

グ
ル

ー
プ

で
意

見
交

換
を

す
る

こ
と

で
、

自
分

の
考

え
・
個
人
で
気
づ
い
た
こ
と
・
感
じ
た
こ
と
を
ま
と
め

・
学

習
し

た
音

楽
要

素
を

用
い

て
自

分
な

り
に

表
現

す
、

わ
ら
せ
て
考
え
る
こ
と

の
で
き
る
力
。

を
広

げ
た

り
、

よ
さ

に
気

づ
い

た
り

で
き

る
活

動
の

工
小

集
団

活
動

で
意

見
交

流
し

、
考

え
を

深
め

さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
率

％
70

・
学

習
し

た
こ

と
を

も
と

に
、

自
分

な
り

に
鑑

賞
し

、
夫

を
す

る
。

る
場

。
・

学
習

し
た

こ
と

を
も

と
に

、
自

分
な

り
に

鑑
賞

し
、

批
評
で
き
る
力
。

批
評
で
き
る
率

％
70

美
術

・
学

習
し

た
知

識
や

技
術

を
も

と
に

自
分

の
思

い
や

考
・

班
や

全
体

で
鑑

賞
し

、
多

様
な

表
現

を
見

つ
け

さ
せ

て
・

美
の

感
性

を
、

相
互

に
影

響
を

与
え

合
い

、
深

化
・

作
品

完
成

後
の

鑑
賞

交
流

会
や

定
期

テ
ス

ト
で

の
、

え
を
表
現
す
る
力
。

い
く
活
動
を
工
夫
す
る
。

拡
大
し
て
い
く
場

自
分

の
作

品
へ

の
思

い
や

考
え

、
他

者
の

作
品

の
感

・
作
品
へ
の
自
分
の
感
じ
方
を
広
げ
深
め
て
い
く
場

じ
方
の
表
現
の
無
記
入
率

％
。

90

保
体

・
学

習
で

身
に

つ
け

た
知

識
や

技
能

を
日

常
生

活
で

活
・

小
集

団
活

動
を

通
し

て
、

運
動

の
楽

し
さ

や
喜

び
を

味
・

話
し

合
い

や
教

え
合

い
活

動
を

通
し

て
意

見
を

交
・

年
度

末
の

生
徒

ア
ン

ケ
ー

ト
で

「
学

習
で

身
に

つ
け

か
す
力
。

わ
わ
せ
る
工
夫
を
す
る
。

流
す
る
場
。

た
知

識
や

技
能

を
日

常
生

活
の

中
で

意
識

し
た

こ
と

・
日
常
生
活
と
関
連
づ
け
た
学
習
内
容
を
工
夫
す
る
。

・
学

習
し

た
内

容
を

、
日

常
生

活
に

あ
て

は
め

て
考

が
あ
る
」
と
回
答
す
る
生
徒
の
割
合
が

％
以
上
。

60
え
、
深
め
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
場
。

技
術

・
生

活
を

す
る

上
で

直
面

す
る

様
々

な
問

題
の

解
決

に
・

材
料

と
加

工
」

の
領

域
の

木
製

品
の

製
作

「
生

物
の

・
生

徒
一

人
一

人
が

主
体

的
に

学
習

を
展

開
し

な
が

・
各

領
域

の
終

了
後

の
事

後
ア

ン
ケ

ー
ト

に
お

い
て

、
「

、
家

庭
あ

た
り

、
今

ま
で

学
ん

だ
知

識
及

び
技

術
を

応
用

し
育

成
の
領
域
の
植
物
の
育
成

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
変
換

ら
課
題
解
決
の
手
が
か
り
を
つ
か
む
場
。

「
今

回
学

習
し

た
知

識
及

び
技

術
を

実
際

の
生

活
の

」
、「

」
た

解
決

方
法

を
探

求
し

た
り

、
組

み
合

わ
せ

て
活

用
の

領
域

の
製

作
、

い
ず

れ
も

班
で

共
通

し
た

も
の

を
選

・
他

の
生

徒
の

多
様

な
考

え
に

触
れ

な
が

ら
自

己
の

場
で

活
か

す
こ

と
が

で
き

た
（

活
か

そ
う

と
思

う
）

し
た
り
す
る
力
。

択
し
、
協
力
し
て
す
す
め
て
い
く
。

考
え
を
広
げ
深
め
る
場
。

の
回
答
が

％
以
上

60
・

情
報

と
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
」

の
領

域
で

は
タ

ブ
レ

ッ
ト

や
「
ソ

フ
ト

を
使

い
、

個
別

学
習

だ
け

で
は

な
く

、
協

働
学

習
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

・
グ

ル
ー

プ
で

意
見

交
換

を
す

る
こ

と
で

、
知

識
を

身
に

つ
け

た
り

、
自

分
の

考
え

を
広

げ
た

り
で

き
る

活
動

を
工
夫
を
す
る
。
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授
業

観
察

シ
ー

ト
授

業
者

名
日

時
月

日
限

学
年

・
学

級

教
科

・
単

元
名

【
生

徒
の

学
習

状
況

】
項

目
評

価

【
取

組
内

容
①

】
に

関
す

る
状

況
○

生
徒

は
本

時
の

課
題

や
め

あ
て

を
理

解
し

た
上

で
学

習
し

て
い

る

【
取

組
内

容
②

】
に

関
す

る
状

況
○

問
題

解
決

的
な

課
題

を
設

定
し

た
小

集
団

活
動

で
考

え
を

深
め

拡
げ

て
い

る

【
指

導
の

状
況

】
項

目

○
本

時
に

学
ぶ

こ
と

が
理

解
で

き
る

課
題

・
め

あ
て

が
設

定
さ

れ
て

い
る

【
取

組
内

容
①

】
に

つ
い

て
○

「
課

題
「

ま
と

め
」

カ
ー

ド
を

提
示

し
、

明
確

に
し

て
い

る
」
、

（
全

て
の

授
業

で
）

○
１

時
間

完
結

型
の

授
業

が
徹

底
さ

れ
て

い
る

○
本

時
の

振
り

返
り

の
視

点
が

ね
ら

い
に

対
し

て
適

切
で

あ
る

○
自

分
な

り
の

考
え

を
持

つ
時

間
や

場
が

設
定

さ
れ

て
い

る
【

取
組

内
容

②
】

に
つ

い
て

（
小

集
団

活
動

を
活

か
し

た
○

自
分

の
考

え
を

発
表

し
た

り
、

説
明

し
た

り
、

記
録

し
た

り
す

る
場

が
設

定
さ

れ
て

い
る

授
業

で
）

○
問

題
解

決
的

な
課

題
が

設
定

さ
れ

た
小

集
団

活
動

に
取

り
組

ん
で

い
る

【
コ

メ
ン

ト
】

※
評

価
は

Ａ
・

Ｂ
・

Ｃ
の

３
段

階
【

取
組

内
容

①
】

課
題

や
ま

と
め

を
明

確
に

し
た

時
間

完
結

型
授

業
を

徹
底

す
る

1
【

取
組

内
容

②
】

問
題

解
決

的
な

課
題

を
設

定
し

た
小

集
団

活
動

に
取

り
組

む
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技術科本時案 
平成２８年６月２２日（水）第３校時 

第１学年Ｂ組  ２９名 
授業者  藤本  潤司 

 
(1) 題目  「情報社会の安全性について考えよう。 」  
(2) ねらい 

     ・SNS（Twitter、LINE）、ブログなどがどのようなものかを知り、利用する上で注意しなければならな

いことがわかる。 
     ・SNS（Twitter、LINE）、ブログなどは全世界に公開されている事を知り、悪口や噂話やメールアドレ

スなどの個人情報をむやみに発信してはいけないことがわかる。 
(3) 展開 

学習活動 教師の指導・支援 時間 評価の観点 備考 
・コンピュータを起動す

る。 
・授業開始前に起動しておく    

（導入） 
１．本時の課題を知る 
 ・SNS やブログにつ

いての自分たちの

実態を知る。 

 
○自分のブログを持っている人、SNS に

IDを持っている人を聞く 
○ブログにアクセスしたことがある人、SNS
（LINE）を利用したことがある人を聞く。 

○楽しかったことや嫌な思いをしたことを出

してもらう。 
 

10 

 
SNS やブログの経

験について考え

ようとしている

【関心意欲態度】 

 
スライド 

（展開） 
２．SNSの概略を知る 
  ・LINE について知

る 
 

 
○SNSの概略を説明する。 
・LINEの概略を説明する。 
 

10 

 
SNS の概略つい

て知ろうとしている

【関心意欲態度】 

 
スライド 

3．SNS などからトラブ

ルの予防策対処法

を考える。 
  

○SNS などからのネットトラブルの予防策

対処法を考えさせる。 
・予防策と対処法を説明する。 
 10 

 
トラブルの予防策

対処法を工夫し

て考えようとして

いる 
【工夫し創造する力】 

スライド 

（まとめ） 
4．SNS やブログやプ

ロフを利用するとき

に注意することをま

とめる。 

 
○SNS やブログを利用するときに注意する

ことをまとめさせる。 

 
 

10 

 
SNS やブログを利

用するときに注

意することにつ

いて説明するこ

とができる 
【知識・理解】 

 

5．本時の学習のまと

めをする。 
 ・ワークシートに記入

する。 

○ワークシートに記入させ、本時の学習の

まとめをさせる。 
 10 

  

 

課題  SNS、ブログがどのようなものかを知り、利用する上で注意しなければならないことを知ろう。 

まとめ 
・名前や学校名などの個人情報は掲載しない 
・メールアドレスを掲載したい場合はパスワードを設定する。 
・人の悪口や噂を書く行為は、誰かを傷つけたり困らせたりすることにつながるため、

発信しない。また、発信した内容には責任を持つ。 
・知り合った相手を、簡単に信用しない。 
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国語科本時案
平成２８年６月２２（水）第３校時

第２学年Ａ組 ３８名
授業者 大野 晶子

（１）題 目 魅力的な提案をしよう
（２）ねらい わかりやすく魅力的な提案をするための工夫を、小集団活動の中で話し合うことで、より明確に

していくことができる。
（３）展 開

学習活動 教師の指導・支援 時間 評価の観点 備考

漢字小テストを実施 ○教科書の新出漢字を中心に、１０問 ５ 漢字プリント
する。 口頭で出題する。

１．これからの活動 ○「大神といえば」のアンケート結果 １０ 一斉
の流れを確認する 発表する。
とともにし、本時
の課題を知る。 ○アンケートをもとに考えた小集団を

発表する。

課題 大神の魅力を最大限に知らせるためにはどんな工夫が必要か

～わかりやすく魅力的な提案とは～

２．わかりやすく魅 ○「情報 「構成 「発表」の３点で ５ わかりやすく魅力的 個人」 」
力的な提案を行う 考える。 な提案になるための ・ワークシート１
上で、必要な工夫 工夫をプリントに書

。 【 】について意見を出 いている 書く
し合う。

○小集団にし、それぞれの考えを伝え １５ わかりやすく魅力的 小集団
合う。 な提案の工夫を積極 ・ホワイトボード
・課題を確認する。 的に伝え合い、聞き
・一人一人が理由を述べながら、自 合っている。

【 】分の考えを伝える。 話す・聞く
・肯定的に聴き合う。
・それぞれの考えを一つにまとめる。
・ホワイトボードに記入する。

１０ ・ホワイトボード
３．それぞれの小集 ○順番に発表するが、新たな意見のも

団から出た意見を のを中心に発表する。
発表する。

４ まとめを伝える ５ 一斉． 。

まとめ 「情報」 正確である 必要なことを強調する
「構成」 写真を入れる 文字の大きさや色の工夫 文字の量
「発表」 大きな声 前を向く 反応を見ながら話す など

． 。５ 次時の予告をする
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理科本時案 
平成２８年６月２２日（火）第３校時 

                                   第３学年Ａ組 ２３名 理科室      
                                       授業者  中川 太郎    
（１） 題 目    ジェットコースター 
（２） ねらい    レールから飛び出す金属球の最高点を予想し、実験で検証することにより、力学的エネ 

ルギーの保存の考え方を用いて物体の運動を予測することができる。 
（３） 展 開 

学習活動 教師の指導・支援 時間 評価の観点 備考 
１．既習事項の確認

をする。 
 
 
 
 
２．本時の課題を確 
認する。 

 
 
 
３．個人で実験結果

を予想する。 
 
 
 
 
 
 
 
４．班で意見交流 
し、意見をまと 
め、班ごとに意見 
を発表する。 

 
 
 
５．実験をして結果 
を確認する。 

 
６．まとめをする。 
 
 
 
 

○これまでに学習した、力学的エネルギーの

保存について確認させる。 
 
 
 
 
○教師が演示で金属球をレールの上で転が

し、課題を把握させる。 
 
 
 
○個人で実験結果を予想させ、根拠をノート

に記入させる。 
・３つの意見から選ばせる。 
 
 
 
 
・予想が難しい生徒には、既習事項を振り 

返らせる。 
○班で意見交流させ、班の意見と根拠をホワ

イトボードに記入させる。 
・役割分担（司会、記録、発表者２名） 
○班ごとに意見を発表させる。 
・発表はホワイトボードを貼り、指示棒を使

い行わせる。あらかじめ発表者２名を決めさ

せておく。 
○実験をさせて結果を確認させる。 
・手順を確認し、実験に取り組ませる。 
・机間指導し困ったことがあれば支援する。 
○教師が最後に演示実験をし、結果を再度 

確認する。まとめと力学的エネルギーの 
保存に基づく根拠をノートに記入させ 
る。 

○位置エネルギーと運動エネルギーの移り 
変わりの図を記入させる。 

 

５ 
 
 
 
 

 
５ 
 
 
 

 
５ 
 
 
 
 
 
 
 

 
２０ 

 
 
 
 
 

 
１０ 

 
 
５ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・力学的エネルギー

の保存に基づい

て結果を予想し、

発表している。 
【科学的な思考・表現】 

 

既習事項の内

容を復習でき

るように掲示

する。 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ホワイトボ

ード 
・マーカー 
 
 
 
 
○準備物 
・レール 
・スタンド 
・金属球 
 
・補助プリン

ト 
 

 

・振り子などの運動では、位置エネルギーと運動エネルギーはたがいに移り変わっている。 
・位置エネルギーと運動エネルギーの和を、力学的エネルギーという。 
・力学的エネルギーは保存される。 

課題 レールから飛び出した金属球の最高点を力学的エネルギー保存の考え方にもとづいて 
説明しよう。 

まとめ 最高点になったとき、速さが０ではないので金属球は運動エネルギーをもっている。 
⇒レールから飛び出した金属球の最高点はもともとあった場所より低くなる。 

・もとの位置まで上がる。 
・もとの位置と同じ。 
・もとの位置より低い。 
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音楽科本時案 
平成２８年６月２２日(水) 第４校時 

第１学年Ａ組 ２９名 
授業者  小原 明子              

（１）題目  「朝の風に」 
（２）ねらい 男声と女声の旋律の重なりや歌詞の重なりを意識することで、曲の構成を生かし表現を

工夫して合唱をすることができる。 
（３）展開 

学習活動 教師の指導・支援 時間 評価の観点 備考 
１．既習曲を歌う。 
 
 
 
２．本時の課題の確

認をする。 
 
 
 
 
 
 
３．パート練習をす

る。 
 
 
 
 
 
４．全体で合わせて歌 
  う。 
 
 
 
 
５．本時のまとめをす

る。 

○「校歌」を歌わせる。 
・歌う姿勢の確認をする。 
 
 
○3 段目のリズムの繰り返しや変化、旋律 
の重なり方に注目させる。 

・3 段目のリズムが掛け合いになっている 
ところ、リズムが異なっているところ、 
同じリズムのところがあることに気づ 
かせる。 

・歌わせながら手拍子をさせ、旋律の重な 
り方を理解させる。 

○旋律の重なりを意識させながら、パート 
練習をさせる。 

・各パート、パートリーダーを中心に練習

取り組ませる。 
・各パートピアノの周りに呼び、音程の確 

認をする。（男声→女声） 
○旋律の重なりを意識しながら、全体で合 
唱をする。 

・主旋律がどのパートにあるのかを意識さ

せながら歌わせる 
・音程を意識させ、つられないように歌わ

せる 
○本時を振り返り、次回の予告をする。 
 
 
 

５ 
 
 
 

７ 
 
 
 
 
 
 
 

20 
 
 
 
 
 

15 
 
 
 
 
 

３ 

 
 
 
 
リズムの繰り返しや

変化、旋律の重なり

に気づくことができ

る【創意工夫】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
旋律の重なりを意識

して歌うことができ

る【技能】 

一斉 
 
 
 
個人 
教科書 
CD 
 
 
 
 
 
パート 
CD 
 
 
 
一斉 
CD 

課題  男声と女声の旋律の重なりや歌詞の重なりを感じて合唱をしよう 

まとめ  男声と女声の旋律の重なりや歌詞の重なりを意識して合唱する 
ことで、表現豊かに合唱することができる 
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数学科学習本時案 

  平成２８年６月２２日（水）４校時 

第 2 学年Ａ組 １４名 
  指導者 朝倉 淳史 

（藤本潤司）                                                
 （１）題目  「連立方程式の解き方」（発展学習）  

（２）ねらい 

   ・日常的な「買い物」を題材に、３つの品物の値段の求め方を、連立方程式を用いて考えることができる。 

 （３）展開（じっくりコース） 

学 習 活 動 
時間

(分) 
指導・支援の留意点 評価の観点 備  考 

１．本時の学習課題を

知る。 

 

 

 

 

 

 

７  

 

 

 

 

 

○ルールを提示し、確認をする。 

 

※班編成は、４人グループ×３班 

 

 

 

 

 

 

興味・関心をもって

意欲的に問題の意味

を読み取ろうとして

いるか。【関・意・態】 

 

 

 

 

 

 

・学習プリン

ト配布 

 

 

 

 

２．買い物ゲームを行

う。 

 ①個別学習 

 ②小集団学習 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．解法を発表する。 

 

２０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１８ 

 

○まずは自分で買い物の仕方を考える。 

○班にして個人の考えを出し合い、どの

ような買い物をするか相談をさせる。 

・必要であれば、これまでに学習した連

立方程式の加減法やその他の既習内容

を利用して考えるよう促す。 

○３品の値段がわかったら、解法に使っ

た式をホワイトボードに書かせる。 

○値段が求められたら、ホワイトボード

と解答を黒板に貼る。 

○解き方を説明させる。（全班） 

○発表中は自分の作業をさせない。 

○様々な解法があることをおさえる。 
※自分の中ですごいと思った解き方を選ば

せる。 

 
自分なりの考えをも

ち、班員に説明でき

たか。【技能】 
 
 
 
 
 

 

発表をしっかりと聞

き、理解しようとし

ているか。 

【関・意・態】 

 

 

●小集団学習 

・果物カード

（各種４個） 

・ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

（各班１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．本時のまとめをす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ ○まとめとして以下のことをおさえる。

（できれば生徒に発表させたい） 

 

本時の内容をしっか

りと振り返ることが

できているか。 

【関・意・態】 
 

 

 

 

課題 ： 買い物ゲームをして品物の値段を求めよう。 
～品物が３つになってもそれぞれの値段を求めることができるかな？～ 

まとめ   ①求めたいものが３つになっても連立方程式を組み合わせることで求め 
ることができる。 

②さまざまな解法がある。 
③求めたいものが３つの場合、式は少なくても３つ必要である。 

     ⇒求めたいものの個数だけ式が必要ということが予想できる。 
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英語科本時案
平成２８年６月２２日(水)第４校時

第３学年Ｂ組 ２２名

授業者 岡山 セツ子

( )題 目 会話を広げよう（詳しい説明を求める）1 Lesson 3 USE Speak

( )ねらい2

自分の町の「行ったことのある場所」について一言追加したり、詳しい説明を求めたりす

ることによって、 を運用し、会話を続けることができる。"have been to ~"

( )展 開3

学習活動 教師の指導・支援 評価の観点 備考時間

Question - Answer 10１．ウォームアップを ○既習事項の をする。

する。 ・現在完了を使った質問をし、答えたペアから ペア

座らせる。

２．つなぎ言葉、相づ ○会話を続けるためのつなぎ言葉、相づちなど 全体10

シーち、質問の文につい を知らせる。 ﾜｰｸ

ト①て知る。 例 【つなぎ言葉】）

Well, / Let's see, / Let me see. / Ah, /

などUh, / I mean, / You know,

【相づち】

I think so too. / How exciting ! / Sure. /

No problem. / No kidding. / Is that so ? /

などThat's a good idea. / That's too bad.

課題 日出町の行ったことある場所について、一言追加したり、詳しく

質問したりして会話を続けよう。

３ 「行ったことのあ ○日出町のパンフレットを見ながら、行ったこ 相づちなどを ペア． 15

る場所」について、 とのある場所について、スキットを参考に会 使って会話を

シー会話を続ける。 話を作らせる。 続けているか ﾜｰｸ

スキット ト②・相づちやつなぎ言葉を使う。 表現【 （ 】）

・一言追加して言ったり、つっこみ質問をし

たりして会話を続ける。

・会話が続いて回数を数えておく。

○ペアを変えて行う （３回）。

10○次のトピック「好きなマンガや音楽」につい

て詳しい説明を求めて会話を進めさせる。

４．まとめをする。

まとめ つなぎ言葉や質問をすることによって、会話を続けることが

できた。

（ワークシー・本時の活動を振り返り､口頭で評価を行う。 【表現5

】ト）
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数学科学習指導案 

  平成２８年６月２２日（水）５校時 

                                                  第２学年Ａ組 ２４名（わくわくコース） 
指導者 三宮 一晃 

１．単元名   連立方程式 

 

２．単元設定の理由 

 （１）教材観 

    第１学年では、未知数が１つである一元一次方程式について、解の意味や等式の性質を使った解き方、

さらに方程式を利用し問題解決をすることを学習した。 

第２学年では、未知数が２つとなった二元一次方程式においての解の意味や、２つの式を連立させるこ

とで 1つの文字を消去し、一元一次方程式として解くことができることを学んできた。 

    この学習は、今後未知数が増えても同様に考えることで解を求めることができるという方向性を与えて

くれるものである。また方程式の利用においては、さまざまな日常生活の事象を数式に表し、連立方程式

をつくることで問題解決を図る。これにより数学的な見方や考え方のよさやすばらしさを感じさせること

のできる適切な教材であると考える。 

 

（２）生徒観 

    本学級の生徒は、1年時より基礎基本の定着（テストで５０％以上を確実に取れる）を目指す「じっく

りコース」と、基礎基本に加え応用発展的な内容の習得（テストで８０％以上）を目指す「わくわくコー

ス」に分かれ、習熟度別少人数指導を行ってきた。入学当初、算数からの苦手意識を持っている生徒も多

く、数学に対して同様に感じている生徒も少なくはない。しかし、授業に対して真面目に取り組む生徒が

多く、徐々に苦手意識を払拭しつつある生徒も増えてきている。しかしながら、話し合いや教え合いを通

して、互いに積極的に発言をするまでには至っていないのが現状である。その結果、数学における形式的

な操作（計算）はできるがそれを筋道立てて説明したり、既習事項を活用させる力は定着していない。ま

た数学に対する苦手意識から受け身になっている生徒も見受けられる。個の意見を全体に広げ、言語活動

の中から「分かる喜び」を感じることができれば、今以上に数学に興味を持つ生徒が増え、授業も活気づ

くと考えられる。 

  

（３）指導観 

    本単元では「買い物」という自分たちの日常生活に即した具体的事象を考えることで、生徒の興味・関

心をひきつけ、「なぜ？」「分かりたい！」という意欲をわかせたいと考えている。 

    また、多様な考え方を引き出し、生徒が主体的に課題を見つけ追求していけるよう学習活動の展開を工

夫したい。さらに、発表や小集団活動による言語活動を取り入れ、既習事項をもとに考えを発展させたり、

自分の考えを分かりやすく説明したりすることで活用力を身につけさせたい。 

 

３．指導目標 

   連立二元一次方程式について理解させ、それを用いて考察することができるようにする。そのために、 

    ア．２つの文字を含む等式から文字の値が求められることを知らせる。 

    イ．連立二元一次方程式の必要性と意味、及びそのかいの意味を理解させる。 

    ウ．連立二元一次方程式の解法を理解させ、その解法に習熟させる。 

    エ．問題解決の場面で、連立二元一次方程式を活用することができるようにする。 
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４．評価規準 

  【数学への関心・意欲・態度】 

   ・数量の関係等を等式をつかってあらわそうとする。 

・加減法や代入法によって、連立方程式を解こうとする。 

   ・連立方程式を利用して、問題を解決しようとする。 

   

【数学的な見方や考え方】 

   ・連立方程式の解の意味を考えることができる。 

・加減法や代入法の共通点や相違点を考えることができる。 

   ・連立方程式を利用して問題を解決し、その過程を振り返って考えることができる。 

   

【数学的な技能】 

   ・値の組を連立方程式に代入して、連立方程式の解であるかどうかを確かめることができる。 

   ・加減法や代入法によって、連立方程式を解くことができる。 

   ・問題の中の数量の関係を連立方程式に表し、それを利用して簡単な問題を解決することができる。 

   

【数量や図形などについての知識・理解】 

   ・二元一次方程式とその解、連立方程式とその解の意味を理解する。 

   ・消去する、加減法、代入法の解き方を理解する。 

   ・連立方程式を利用して問題を解く手順を理解する。 

 

 

５．指導計画（本時 ５／１２） 

   １節 連立方程式 

   （１）連立方程式とその解  １時間 

   （２）連立方程式の解き方  ６時間（本時は第４時） 

   ２節 連立方程式の利用 

   （１）連立方程式の利用   ４時間 

   問題演習          １時間 

 

６．本時案 

 （１）題目  「連立方程式の解き方」（発展学習） 

  

（２）ねらい 

   ・日常的な「買い物」を題材に、３つの品物の値段の求め方を、連立方程式を用いて考えることができる。 

  

（３）本時における言語活動 

     言語活動Ⅰ 小集団活動（学習活動２） 

          ・ねらい 値段の設定や買い物の仕方を班で話し合い、どのようにすると効率が良いか 

自分の考えを説明することができる。 

     言語活動Ⅱ 発表（学習活動３） 

          ・ねらい 個人や班でどのようにして考えたかを順序立てて説明することができる。 
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（４）展開（わくわくコース） 

学 習 活 動 
時間

(分) 
指導・支援の留意点 評価の観点 備  考 

１．本時の学習課題を

知る。 

 

 

 

 

 

７  

 

 

 

 

 

○ルールを提示し、確認をする。 

 

 

※班編成は、３人グループ×８班 

 

 

 

 

 

 

興味・関心をもって

意欲的に問題の意味

を読み取ろうとして

いるか。【関・意・態】 

 

 

 

 

 

 

・学習プリン

ト配布 

 

 

２．買い物ゲームを行

う。 

 ①個別学習 

 ②小集団学習 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．解法を発表する。 

 

２０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１８ 

 

○まずは自分で買い物の仕方を考える。 

○個人の考えを班で出し合い、班でどの

ような買い物をするか相談をさせる。 

・必要であれば、これまでに学習した連

立方程式の加減法やその他の既習内

容を利用して考えるよう促す。 

○３品の値段がわかったら、解法に使っ

た式をホワイトボードに書かせる。 

○値段が求められたら、ホワイトボード

と解答を黒板に貼る。 

※役割分担をさせておく。 

（記録・発表者・買い物客） 

○解き方を説明させる。（２～３班） 

○発表中は自分の作業をさせない。 

○様々な解法があることをおさえる。 

○考え方が偏ったり、時間が余った場合

は、別解を紹介する。 

※効率よく（安く）買っているものは

どれだろう？ 

 
 
自分なりの考えをも

ち、班員に説明でき

たか。【技能】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表をしっかりと聞

き、理解しようとし

ているか。 

【関・意・態】 

 

 

 
≪小集団学習≫ 

・果物カード 

(各種４ずつ) 

・ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ 

（各班１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．本時のまとめをす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ ○まとめとして以下のことをおさえる。 

（できれば生徒に発表させたい） 

 

☆本時の内容をしっ

かりと振り返ること

ができているか。 

【知識・理解】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ  
①未知数が３つになっても連立方程式を組み合わせることで求めることが 
できる。 

②さまざまな解法がある。（決まったやり方にはめこまなくてもよい） 
③未知数が３つの場合、式が少なくても３つ必要である。 
        ⇒未知数の個数だけ式が必要ということが予想できる。 

課題 ： 買い物ゲームをして効率よく品物の値段を求めよう。 
～品物が３つになっても工夫してそれぞれの値段を求めることができるかな？～ 
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２年数学 2 章連立方程式 学習プリント【わくわくコース】          6／2２（水 ）

２年Ａ組（  ）番 氏名（            ） 

 

 

 

 

【ルール】 ・果物屋さんである三宮先生が売っている、「りんご」「みかん」「メロン」の値段を 

求めるために、班で買い物をする。 

      ・買い物に行けるのは一人ずつしかできない。 

      ・必ず３品のうち２品（２種類）以上を買わなければならない。 

 ☆何回の買い物で３品すべての値段が当てられるかな？工夫して効率よく値段を求めよう！ 

         

《あなたの考え方》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《班代表（       さん）の考え方》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

りんご     円、 みかん    円、 メロン    円 

買い物の回数（   ）回     買い物にかかった金額の合計（     ）円 

 

本時の学習課題  買い物ゲームをして効率よく品物の値段を求めよう 

～品物が３つになっても工夫してそれぞれの値段を求めることができるかな？～ 
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《私が選んだ本日 No.1 の考え方》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今日の授業でわかったこと（まとめ）】 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業評価票 

  1.とてもそう思う 2.ややそう思う 3.あまりそう思わない 4.全然そう思わない 

 

１．今日の授業の内容は楽しかった。    １  ２  ３  ４ 

 

２．今日の授業の内容は理解できた。    １  ２  ３  ４ 

    

３．教え合い活動に参加できた。      １  ２  ３  ４ 

 

４．グループ活動は役に立った       １  ２  ３  ４ 

 

５．発表や発言はできたか。        １  ２  ３  ４ 
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一般授業教室配置図
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平成２８年度 

 

第１回 学力向上会議 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時  平成２８年 ８月 ２５日㈭１５:３０～ 

場 所   大神中学校 図書室 

 

  日出町立大神中学校 

  

1年生 マリーンカルチャーセンター宿泊研修 



 

 

◇次 第 

進行（教頭） 

1. 開会の言葉                       （教頭） 

2. 校長あいさつ                      （校長） 

3. 協議  

① 平成 28年度大分県学力定着状況調査結果について    （教務主任） 

② 昨年度２月からの取り組み,春季休業中の取り組み       （教務主任） 

③ 各学年の取り組みについて              （学年主任）        

④ 大神中学校学力向上プラン１について         （教務主任） 

4. 質疑 

5. 指導・助言                       （指導主事） 

6. 謝辞                          （校長） 

7. 閉会の言葉                       （教頭） 

 

  

 

 

 

 

◇参加者 

 

○日出町教育委員会      青木   一 様    （教育委員） 

               利光  弘文 様    （指導主事） 

○学校運営協議会委員     大野  雅章 様    （会長） 

               佐藤  壽一 様    （副会長） 

               堀   寛爾 様    （地域代表） 

               佐々木 照理 様    （地域代表） 

               中山  公夫 様    （地域代表） 

○保護者代表         波津久  誠 様    （ＰＴＡ会長） 

○小学校職員         利光  成幸 様    （大神小校長） 

               湯浅  保彦 様    （大神小教務主任） 

○本校職員          清家  健志      （校長） 

               藤原   健      （教頭） 

               藤本  潤司      （教務・２年学年主任） 

               中村  利恵      （３年学年主任） 
 



 

1. 2年生 平成 28年度 大分県学力定着状況調査結果（4月実施） 

① 偏差値 

（全国の中での個人・集団の相対的位置を、50を基準とした指数として表す指標。得点が

全国の得点平均よりも高ければ偏差値は 50を上回り、低ければ 50を下回る） 

【合計】 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

② 正答率 

（対象設問中の正答数の割合の平均値）  

【合計】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ １年生次、日出町標準学力調査結果正答率（平成 27年 12月実施） 

【総合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
国語 数学 理科 英語 

本校 52.0 51.7 53.1 52.1 

県平均 50.9 50.3 51.2 50.0 

差 +1.1 +1.4 +1.9 +2.1 

 
【知識】 

 
国語 数学 理科 英語 

本校 52.2 51.4 53.8 52.2 

県 51.3 50.3 51.4 49.9 

差 ＋0.9 ＋1.1 +2.4 ＋2.3 

 

【活用】 

 
国語 数学 理科 英語 

本校 51.2 52.4 50.5 51.7 

県 49.8 50.4 50.6 50.2 

差 ＋1.4 +2.0 －0.1 ＋1.5 

 

 
国語 数学 理科 英語 

本校平均 75.5 62.3 56.0 65.4 

全国平均 69.2 62.3 57.8 59.5 

差 ＋6.3 0 －1.8 ＋4.9 

 【活用】 

 
国語 数学 理科 英語 

本校 63.5 47.3 47.4 51.5 

全国 60.0 52.6 48.6 45.3 

差 ＋3.5 －5.3 －1.2 ＋5.2 

 

【基礎】 

 
国語 数学 理科 英語 

本校 78.9 65.1 61.3 71.0 

全国 71.8 64.1 63.3 65.3 

差 ＋7.1 ＋1.0 －2.0 ＋5.7 

 

 
国語 数学 理科 英語 

本校 76.8 65.6 58.1 69.4 

県平均 74.7 62.4 54.5 64.1 

差 +2.1 +3.2 +3.6 +5.3 

 【知識】 

 
国語 数学 理科 英語 

本校 79.6 65.2 62.0 74.4 

県 78.0 62.6 57.2 68.8 

差 ＋1.6 ＋2.6 +4.8 ＋5.6 

 

【活用】 

 
国語 数学 理科 英語 

本校 66.5 67.5 45.4 56.7 

県 62.9 61.4 45.7 52.4 

差 ＋3.4 +6.1 －0.3 ＋3.3 
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④ 各教科担任 結果分析考察、並びに課題対策 
 分析、成果 課題、今後の対策 

国 

語 

・知識・活用とも目標値・県平均を上回っている。

中でも書く能力の評価が高い。 

・「話し合いの内容を聞き取る」では、放送を十

分に聞き取れなかったために無解答となった生

徒が 2割いた。 

・「幼稚」「起床」「恐れる」「唇」の読みは、

ほぼ 100％に近い正答率であったが、「未熟」

「慣れる」の書きでは、「未」が書けない生徒

が県平均を大幅に上っている。 

・「いたはりける」を現代仮名遣いに直す問題で

は、無回答の生徒の割合が県平均と比べ高い。 

・話を聴く練習が不十分なので、日頃

の授業態度を見直す。また、聞き取

り練習プリントを活用する。 

・毎時間漢字の小テストを実施してい

るが、間違えた漢字のやり直しと字

を丁寧に書くことを徹底させてい

く。 

・古典学習の中で、「現代仮名遣い」

「現代語訳」の違いを確認する。 

数 

学 

・知識・活用ともに目標値及び県平均を上回って

いる。特に活用では、目標値を＋１０ポイント

上回っており、成果が見られた。 

・観点別では、すべての項目で目標値は上回って

いたが、「図形数量についての知識理解」だけ

県平均を下回った。（－０．３） 

・領域別では、すべての項目で目標値を上回って

いる。しかし、「関数」（－０．９）と「資料

の活用」（－１．１）で県平均を下回った。 

・「資料の活用」については内容的にも難問では

ないので、もう一度しっかりと押さえなおす必

要がある。 

・関数分野の反比例、グラフをかく問

題が弱いので、演習をして問題に慣

れさせる。 

・活用の記述式問題において、無回答

の生徒が５．３％いるので、自分の

考えを表現する訓練を授業の中で

行っていきたい。 

・基礎基本の力があっての、今回の結

果だと思うので、これに満足せず、

引き続き小テストや補習を行って

いき、「授業規律」や「計算力」に

力を入れていきたい。また「問題解

決学習」の時間を増やして活用力を

高めていきたい。 

理 
科 

・知識は目標値及び県平均を上回っている。しか

し、活用は目標値及び県平均を下回っている。

（県平均－０．３） 

・観点別では、「科学的な思考・表現」だけ県平

均を下回った。（－０．２） 

・領域別では、「身の回りの物質」だけ県平均を

下回った。（－０．６） 

・小問別正答率より、主な気体の発生方法、溶解

度の読み取り、状態変化、グラフの作成、質量

％濃度の計算、密度の計算に課題が見られる。 

・定期的に問題解決型の授業を展開

し、思考力を高める。 

・グラフの作成、読み取り問題等の問

題演習を定期的に取り入れる。 

・濃度の計算や密度、２年生の学習内

容においてはオームの法則など、計

算を要する単元で適宜、補充学習を

取り入れて定着を図る。 

英 

語 

・「知識」では（＋５，８）、「活用」では（＋

７，７）と目標値を上回っていて、良好な成績

である。 

・領域別に見ると、「書くこと」では（＋６，２）、

「読むこと」では（＋３，３）、「書くこと」

では（＋９，３）と目標値を大きく上回ってい

る。 「読むこと」については苦手意識をもっ

ているので、慣らせていきたい。 

・観点別に見ると、「表現の能力」では（＋４，

２）、「理解の能力」では（＋７，４）、「言

語文化についての知識・理解」では（＋３，７）

と目標値を上回っている。 

・問題的には、「語形・語法の知識・理解」にお

いてのみ目標値を（－７，６）と大きく下回っ

ているので、取り組みが必要である。 

・三人称単数の語形理解ができていな

かったので、再度文法を復習させ

る。 

・「読むこと」について苦手意識をも

っているので、一文一文を丁寧に訳

する練習をさせていきたい。教科書

の訳読を生徒の力でするようにす

る。 

・毎日の取り組みをこれからも怠らな

いように、指導を継続する。 
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⑤  総合質問紙調査より 

(ア) 「教科学力」×「学習習慣」散布図 

 学習習慣の改善を要する生徒が、

教科学力に関係なく 4名いる。  

学習習慣は良好であるが教科学

力が伴っていない生徒が 2名いる。 

この 6名を中心に個人指導を主に

アドバイスを行いたい。 

 

 

 

 

(イ)  各質問回答構成比より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   家で、週に何日くらい勉強しますか。   

 ほぼ毎日 ４～５日 ２～３日 ほとんどしない 肯定率 

全国 47.2  18.6  19.1  14.5  65.8  

県 64.6  16.7  10.6  8.0  81.3  

学校 73.7  13.2  7.9  5.3  86.9  

   家で勉強するときは、自分で計画を立てていますか。  

 いつも立てている だいたい立てている 家の人が立ててくれる ほとんど立てない 肯定率 

全国 12.3  40.9  1.3  44.7  53.2  

県 11.3  42.5  2.2  43.9  53.8  

学校 18.4  52.6  2.6  26.3  71.0  

   １日の勉強時間はこれくらいと、めやすを決めていますか。  

 決めている だいたい あまり 決めていない 肯定率 

全国 16.8  30.4  20.1  32.0  47.2  

県 16.2  31.0  22.4  30.3  47.2  

学校 18.4  36.8  21.1  23.7  55.2  

   家で授業の予習や復習をしていますか。   

 いつもしている だいたいしている することもある ほとんどしない 肯定率 

全国 11.1  28.9  36.7  22.7  40.0  

県 9.6  28.3  41.9  20.0  37.9  

学校 7.9  50.0  23.7  18.4  57.9  

   テストでまちがえた問題は、あとでやり直していますか。  

 いつも だいたい あまり そのまま 肯定率 

全国 17.7  35.9  28.9  16.8  53.6  

県 29.2  37.8  21.4  11.4  67.0  

学校 36.8  23.7  31.6  7.9  60.5  

 わからない言葉が出てきたときは、辞典などを引いて調べていますか。 

 学校でも家でも調べている 家では調べている 学校では調べている ほとんど調べない 肯定率 

全国 12.9  46.0  13.4  27.1  58.9  

県 9.3  51.2  10.6  28.7  60.5  

学校 13.2  50.0  18.4  18.4  63.2  

 ノートの取り方について、自分なりの工夫をしていますか。 

 自分流のがある いちおうしている あまりない ない 肯定率 

全国 22.8  42.8  23.0  10.8  65.6  

県 22.5  44.7  23.9  8.7  67.2  

学校 34.2  47.4  10.5  7.9  81.6  

3



 

・学習習慣はほとんどの項目の肯定率で県全国を上回り、良好である。 

・テストで間違えた問題のやりなおしは各教科で行っているが、教科担任と学年部が連携して、

力をいれて取組ませたい。 

 

2. 「昨年度２月からの取り組み」、「春季休業中の取り組み」 

～２年生大分県学力定着状況調査・３年生全国学力学習状況調査に向けて 

 

 

 

 

 

 

国
語 

２
年 

 基礎・基本のさらなる向上を図るために、１年で学習した内容（物語文、説明

文、韻文、文法、漢字・語句など）の復習を行う。 

３
年 

 基礎・基本の定着を図るために、１・２年で学習した内容（物語文、説明文、

韻文、文法、漢字・語句など）の復習を行う。また、資料読み取りに対応できる

ような問題にもあたらせていきたい。 

社
会 

２
年 

  基本的な内容の理解と定着を図るために、復習プリントを作成し、授業では小

テストを行っていきたい。グラフや統計資料などの読み取りに慣れ、言葉で説明

できるような場面を多く仕組み、応用的な問題にも対応できるようにしていきた

い。 

３
年 

  基礎・基本の定着を図るために、重要語句の小テストを行う。図版やグラフな

ど資料を使った応用問題や記述式の問題に対応できるように、授業の中の発問や

復習プリントを工夫して、問題のパターンに慣れさせたい。 

数
学 

２
年 

 「文字式」の分野を定着させるために、朝自習と自学を使って１年生の初めから

復習をする。そこで終わらず、基礎から活用へつなげられるような復習プリント

や課題を設定し、文章問題克服に活かす。 

３
年 

 応用力、活用力をつけさせるために、自分やグループで考える時間を多くとり、

解説を徹底する。また、文章問題対策として出題のパターンや解き方のポイント

をおさえ、プリントなどで記述式の問題を解き復習する。 

理
科 

２
年 

 基礎・基本の定着率を上げるために、１年生で覚えなければならない重要語句

・計算問題等を作成し、小テストも実施して確実に定着させていきたい。また、

朝自習や春休みの課題で、練習問題を数多く解かせることで、応用的な力もつけ

させたい。 

３
年 

 苦手分野がある生徒に対しては放課後の補充学習をさせ、基礎を定着させたい。

春季休業中には、昨年の１２月に実施された学力標準テストの結果を受け、一人

ひとりの弱点に沿った補充プリントを配布して、弱点補強に努めたい。 

英
語 

２
年 

 基本的なことは良くできていると思うが、上位の人と下位の人と２つに分かれ

てしまっている。下位層の引き上げのために、重要文型の復習を行い、反復練習

を行うことで力をつけていきたい。 

３
年 

単語・熟語の定着と重要文型の暗誦をしっかりと行いたい。語彙力・単語のス

ペルの定着にむけて、教科書が終わったら、単語・熟語・重要文型のテストを粘

り強く行いたい。 
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3. 各学年の今年度の取り組み 

① ３年生 

 ◇授業を大切にさせる 

・授業中の説明や発表を傾聴し、大きな声で発言するなど、授業規律の徹底を図る。 

・お互いに学び合う場（小集団活動）を設定する。 

・一人一人の力を把握し、個に応じた指導を行う。 

◇新研究学習の取り組みの徹底 

・家庭での解説学習ノート、朝学習での新研究サポートの有効的活用と「実力の確認(テ  

スト)」でのやり直しと評価を確実に行わせる。 

・新研究の解説や問題のやり直しの「新研究自学ノート」を作成し、週末を中心に２ペ

ージずつ取組ませる。 

   ・毎日全員提出を目指し、忘れた生徒は放課後に補充学習を行う。 

 ◇自学ノートの内容の充実 

・授業の内容を家庭学習で定着できるように、授業と家庭学習をリンクさせるようにす

る。 

・内容の充実を図るため、帰りの会で取組内容を相談させ、朝の会で内容の確認をさせ

る。 

◇テストに向けての取組の充実 

・テスト（定期テストや実力の確認、模擬試験）に向けての取組みを充実させる。 

     ・テスト計画表を綿密にたてさせ、テスト前には自学ノートを２ページ以上取り組むよ

うにする。 

    ・放課後や総合的な学習時間に「大神塾」の時間を設け、質問や班で教え合い学習を行

う。 

 ◆学習指導と進路学習のリンク 

    ・総合的な学習で計画的に進路学習を進め、自分の進路設計の見通しをもって粘り強く

努力するように指導する。 

    ・効果的な学習方法の指導と、進路実現に向けてお互いに切磋琢磨し合う集団づくりを

行う。 

 ◆これからの学力向上に向けての取組 

  ・自ら問題点を解決するようにさせる。 

・勉強合宿の実施（１１/９、１０） 

・放課後学習の実施 文化祭（１０/２９）終了後から５教科の補充学習を実施する。 

 

② ２年生 
◇授業を大切にさせる 
・授業規律の徹底と「一時間完結型授業」の実践を行う。 
・一人一人の力を把握し、合理的配慮をしながら個に応じたきめ細やかな指導を行う。 

     ◇家庭学習（自習学習ノート・課題）に自ら取り組む姿勢を身につけさせる 
・家庭学習に毎日1時間30分以上取り組むよう指導し、前進に実施時間を毎日記入させ、
適時指導を行う。 

・帰りの学活において、当日の自主学習ノートの取組内容（毎日1ページ以上）を話し合
わせ、翌日の朝の学活において班で互いに評価や交流を行わせる。 

     ・課題の全員提出を目指し、個別の評価と指導を行う。 

    ・学級通信やＰＴＡなどで、家庭学習習慣を確立するように、啓発する。 
   ◇テストに向けての取組を充実させる 
     ・テスト計画表を綿密にたてさせる。 

・放課後や総合的な学習時間に「大神塾」の時間を設け、班で質問や教え合い学習を行う。 
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◆2年A組 学習の約束10項目の策定 

 

 

 

 

 

 

   ◆学力調査に向けての取組 

    ・朝学習プリントの工夫 数学的脳を鍛えるアインシュタイン式ドリルの実施 

    ・朝学習で小テスト、班で教えあい学習⇒昼休みや帰りの学活で小テスト 

    ・過去3年間の問題の実施と解説 

 

③ １年生 

◇授業を大切にする 

・授業規律の徹底と「一時間完結型授業」の実践を行う。 

・一人一人の力を把握し、合理的配慮をしながら、個に応じたきめ細やかな指導を行

う。→単語テストなどの小テストでは、合格するまで繰り返し指導する。    

◇家庭学習（自習学習ノート・課題）に自ら取り組む姿勢を身につけさせる 

・家庭学習に毎日1時間30分以上取り組むよう指導し、前進に実施時間を毎日記入させ、

適時指導を行う。 

・帰りの学活において、当日の自主学習ノートの取組内容（毎日1ページ以上）を話し

合わせ、翌日の朝の学活において班で互いに評価や交流を行わせる。 

  ・課題の全員提出を目指し、個別の評価と指導を行う。 

    →やっていなければ、放課後やりあげて提出させる。 

 ・学級通信やＰＴＡなどで、家庭学習習慣を確立するように、啓発する。 

◇テスト（定期テストや町一斉学力状況調査）に向けての取組を充実させる 

  ・テスト計画表を綿密にたてさせる 

 →やり残しがないように、塗りつぶし式の計画表をする。 

 ・放課後や総合的な学習時間に「大神塾」の時間を設け、質問や班で教え合い学習を

行う。 

 

４．３年生 平成28年度「全国学力・学習状況調査」

（4月実施）結果の公表について 

 

 

一 集中して授業（人の話）を聞く      一 私語をなくす（みんなで注意をし合う） 

一 授業に積極的に取り組む          一 忘れ物をしない 

一 自ら進んで発表をする            一 ノートをしっかりとる 

一 けじめをつける               一  姿勢を良くする 

一 移動教室などで廊下に並ぶ時は静かにする 一  宿題は家できちんとする 

6



日
出
町
立
大
神
中
学
校
 
学
力
向
上
プ
ラ
ン
１
（

8
月
）
案

 

  

学
力
状
況
に
つ
い
て

 
学
習
状
況
に
つ
い
て

 

生 徒 の 状 況 ・ 課 題 

○
7
月
の
生
徒
の
自
己
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト

 

「
授
業
の
『
課
題
・
ま
と
め
、
め
あ
て
・
振
り
返
り
』
を
意
識
し
て
取
り
組

み
、
授
業
の
内
容
が
ほ
と
ん
ど
理
解
で
き
て
い
る
か
」
の
項
目
に
お
い
て
「
３

=
ほ
ぼ
達
成
」
以
上
と
回
答
し
た
割
合
が

9
0
％
で
あ
り
、
全
学
年
と
も
基
礎

基
本
の
土
台
は
で
き
て
い
て
、
教
科
や
単
元
に
よ
っ
て
若
干
の
差
は
あ
る

が
、
活
用
力
も
実
に
つ
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
な
る
伸
長
を
図
り
た

い
。

 

○
各
種
学
力
調
査
結
果

 

・
3
年
生

 平
成
２
７
年
度
日
出
町
標
準
学
力
調
査
に
お
い
て
全
教
科
に
お

い
て
全
国
平
均
を
上
回
っ
た
。
特
に
、
数
学
は
、
基
礎
・
活
用
と
も
に
大

幅
に
全
国
を
上
回
っ
て
い
る
。

 

・
2
年
生

  
昨
年
度
の
日
出
町
標
準
学
力
調
査
に
お
い
て
国
語
・
英
語
で
基

礎
活
用
と
も
に
全
国
平
均
を
上
回
り
、
理
科
は
基
礎
、
数
学
は
活
用
が
下

回
っ
て
い
た
。
今
年
度
の
大
分
県
学
力
定
着
状
況
調
査
で
は
全
教
科
、
知

識
活
用
と
も
に
県
平
均
を
上
回
っ
た
。

 

○
7
月
の
生
徒
の
自
己
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト

 

・「
毎
日
、
家
庭
学
習
を

1
時
間

3
0
分
以
上
取
り
組
ん
で
い
る
か
」
の
項

目
に
お
い
て
「
３

=
ほ
ぼ
達
成
」
以
上
と
回
答
し
た
割
合
が

8
6
％
、「

毎

日
、
自
主
学
習
ノ
ー
ト
を
１
日
１
ペ
ー
ジ
は
取
り
組
ん
で
い
る
か
」
の
項

目
に
お
い
て
「
３

=
ほ
ぼ
達
成
」
以
上
と
回
答
し
た
割
合
が

9
6
％
と
、
家

庭
学
習
に
対
す
る
意
識
と
取
組
は
良
好
で
あ
る
。

 

・「
1
日

1
回
以
上
は
、
授
業
中
の
発
表
や
班
活
動
で
の
発
言
が
、
他
の
人

に
聞
こ
え
る
よ
う
な
大
き
な
声
で
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
」
の
項
目

に
お
い
て
「
３

=
ほ
ぼ
達
成
」
以
上
と
回
答
し
た
割
合
が

7
7
％
で
あ
り
、

自
己
表
現
力
は
少
し
ず
つ
伸
び
て
き
て
い
る
。

 

○
各
種
質
問
紙
調
査
結
果

 

・
2
年
生
 
今
年
度
の
大
分
県
学
力
定
着
状
況
調
査
で
の
総
合
質
問
用
紙
の

学
習
習
慣
に
お
い
て
、
学
年
全
体
と
し
て
「
肯
定
値
」
は
＋

7
.4
「
標
準

ス
コ
ア
」
＋

5
.0
と
大
き
く
全
国
を
上
回
っ
て
い
る
。
個
人
と
し
て
「
学

力
」
×
「
学
習
習
慣
」
に
お
い
て
改
善
を
要
す
る
生
徒
が
数
人
い
る
の
で
、

個
別
指
導
を
中
心
に
行
い
た
い
。

 

指 導 の 状 況 ・ 課 題 

○
授
業
改
善

 

・
課
題
や
ま
と
め
を
明
確
に
し
た
１
時
間
完
結
型
授
業
の
徹
底
は
、
教
科
に

よ
っ
て
若
干
の
差
は
あ
る
が
、
行
え
て
い
る
。

 

・
問
題
解
決
的
な
課
題
を
設
定
し
た
小
集
団
活
動
並
び
に
活
用
力
の
と
ら
え

方
と
授
業
に
お
け
る
活
動
の
工
夫
も
行
え
て
い
る
。
生
徒
の
授
業
評
価
を

参
考
に
校
内
研
究
を
中
心
に
よ
り
す
す
め
た
い
。

 

○
学
習
指
導

 

・
大
神
塾
を
活
用
し
て
、
個
別
指
導
を
行
え
て
い
る
。

 

・
前
期
中
間
考
査
前
に
質
問
教
室
を
実
施
し
全
職
員
で
対
応
す
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

 

○
学
習
状
況
改
善

 

・
家
庭
学
習
の
時
間
に
つ
い
て
は
担
任
が
毎
日
｢前

進
｣で

チ
ェ
ッ
ク
し
、
毎

日
1
時
間

3
0
分
以
上
の
実
施
と
学
習
内
容
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
で
き

て
い
る
。
今
後
は
、
不
十
分
な
生
徒
に
対
し
て
、
短
学
活
終
了
後
な
ど
で

必
ず
個
別
指
導
を
行
い
た
い
。

 

・
毎
日
１

P
以
上
の
自
習
学
習
ノ
ー
ト
の
取
組
も
、
全
学
年
行
え
て
い
る
。

今
後
は
学
年
通
信
等
で
学
習
内
容
の
充
実
も
図
ら
せ
た
い
。

 

今 後 目 指 す 生 徒 像 

・
各
教
科
が
設
定
し
た
活
用
力
の
目
標
値
に
達
し
た
生
徒
の
割
合
が
６
５
％

以
上
。

 

・
生
徒
の
自
己
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
「
授
業
の
『
課
題
・
ま
と
め
、

め
あ
て
・
振
り
返
り
』
を
意
識
し
て
取
り
組
み
、
授
業
の
内
容
が
ほ
と
ん

ど
理
解
で
き
て
い
る
か
」
の
項
目
に
お
い
て
「
３

=
ほ
ぼ
達
成
」
以
上
と

回
答
し
た
割
合
が

5
5
％
以
上
。

 

 

・
生
徒
の
自
己
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、「

1
日

1
回
以
上
は
、
授
業
中
の
発

表
や
班
活
動
で
の
発
言
が
、
他
の
人
に
聞
こ
え
る
よ
う
な
大
き
な
声
で
す

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
」
の
項
目
に
お
い
て
「
３

=
ほ
ぼ
達
成
」
以
上

と
回
答
し
た
割
合
が

7
0
％
以
上
。

 

・
生
徒
の
自
己
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、「

毎
日
、
家
庭
学
習
を
１
時
間
３
０

分
以
上
取
り
組
ん
で
い
る
か
」
の
項
目
に
お
い
て
「
３

=
ほ
ぼ
達
成
」
以

上
と
回
答
し
た
割
合
が

9
0
％
以
上
。

 

今 後 の 具 体 的 な 取 組 

①
授
業
改
善
の
取
組

 

⑴
課
題
や
ま
と
め
を
明
確
に
し
た
１
時
間
完
結
型
授
業
を
徹
底
す
る
。

 


 
毎
時
間
、「

課
題
」「

ね
ら
い
」「

ま
と
め
」「

ふ
り
か
え
り
」
カ
ー
ド
を
提
示
し
明
確
に
す
る
。

 


 
年
に

3
回
生
徒
に
よ
る
授
業
評
価
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）
を
実
施
し
、
授
業
改
善
に
反
映
さ
せ
る
。

 

⑵
問
題
解
決
的
な
課
題
を
設
定
し
た
小
集
団
活
動
に
取
り
組
む
。

 


 
各
単
元
の
中
で
２
回
以
上
は
活
用
力
を
高
め
る
た
め
に
、
問
題
解
決
的
な
課
題
を
設
定
し
た
小
集
団
活
動
に
取
り
組
む
。

 


 
生
徒
指
導
の
三
機
能
を
意
識
し
た
小
集
団
活
動
の
工
夫
を
行
う
。

 

⑶
各
教
科
に
お
け
る
活
用
力
の
と
ら
え
方
と
授
業
に
お
け
る
活
動
の
工
夫
を
行
う
。

 


 
教
科
毎
に
、
そ
の
教
科
に
お
け
る
活
用
力
と
は
何
か
を
明
確
に
し
、
授
業
に
お
い
て
工
夫
す
る
。

 

②
そ
の
他
の
学
習
指
導
の
取
組
（
補
充
指
導
・
家
庭
学
習
指
導
・
読
書
指
導
・
教
育
課
程
の
工
夫
な
ど
）

 

⑴
基
礎
・
基
本
の
さ
ら
な
る
定
着
を
図
る
た
め
に
、
困
り
や
疑
問
を
抱
え
た
生
徒
へ
の
個
別
の
指
導
を
行
い
、
家
庭
学
習
の
充
実
を
図
る
。

 


 
基
礎
・
基
本
の
定
着
が
十
分
で
な
い
生
徒
に
は
、
週
に
１
回
は
、
大
神
塾
等
を
活
用
し
て
個
別
の
指
導
を
行
い
、
家
庭
学
習
の
充
実
を
図
る
。

 


 
年
間

4
回
、
定
期
考
査
前
に
全
学
年
で
の
質
問
教
室
を
実
施
し
、
全
職
員
で
対
応
し
個
別
の
指
導
を
行
う
。

 

③
学
習
状
況
改
善
の
取
組

 

⑴
自
主
学
習
ノ
ー
ト
を
中
心
に
家
庭
学
習
を
計
画
的
・
継
続
的
に
行
わ
せ
、
学
習
時
間
を
確
保
す
る
。

 


 
家
庭
学
習
に
毎
日
１
時
間
３
０
分
以
上
取
り
組
む
よ
う
に
指
導
し
、
学
習
時
間
を
担
任
が
毎
日
「
前
進
」
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

 


 
毎
月
１
回
以
上
は
、
学
年
通
信
・
学
級
通
信
等
で
啓
発
す
る
。

 

家 庭 ・ 地 域 と の 協 働 

①
家
庭
と
の
協
働

 

⑴
家
庭
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
、
家
庭
学
習
の
時
間
を
確
保
す
る
。

 


 
保
護
者
に
月
に
１
回
、
自
主
学
習
ノ
ー
ト
を
確
認
し
、
サ
イ
ン
を
し
て
も
ら
う
。

 

②
地
域
と
の
協
働

 

⑴
年
間
３
回
以
上
学
校
行
事
（
授
業
参
観
を
含
む
）
に
参
加
し
て
も
ら
う
。

 


 
ア
ン
ケ
ー
ト
に
毎
回
回
答
し
て
も
ら
い
、
学
校
の
取
り
組
み
に
関
す
る
地
域
の
声
を
参
考
に
す
る
。
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平成２８年度 学力向上会議実施要項 ～抜粋～ 

大分県教育委員会 

１ 目 的 

各小、中学校が、児童生徒の学力及び学習状況、教育課程の実施状況等について評価を行

い、課題解決のための方策について保護者や地域の人々に対し説明し、協議することにより、

学校・家庭・地域の協働による児童生徒の学力向上を目指す。 

 

２ 実施内容 

（１）実施方法 

校長は、保護者の代表、地域の代表（学校評議員等）、副校長、教頭、教職員及び教育委 

員会関係者等を構成員として年２回主宰する。 

なお、同じく、学校・家庭・地域の連携を深める目的で行われる学校評議員会、学校関係 

者評価委員会・学校運営協議会と併せて開催してもよいものとする。 

（２）実施時期 

原則として、学力調査や学校評価の結果に基づいて実施する観点から平成２８年８月と平

成２９年２月に実施する。 

（３）日 程 

校長が適宜定める。 

（４）具体的な実施方法・内容 

① 事前の準備 

校長は、学力向上会議の構成員に対し、前年度２月に作成した学力向上プランまたは、様

式例１を参考に作成した学力向上プランを５月中に提示するとともに、第１回学力向上会議

までに提供可能な学校評価の結果や学力調査の結果等について、できる範囲で提供する。 

② 学校・家庭・地域の「協働」を含む学力向上プラン１（案）の策定 

校長は、大分県学力定着状況調査や全国学力・学習状況調査の結果及び他学年・他教科に

おける児童生徒の学習状況等から、自校の学力の状況と課題を明らかにするとともに、学力

向上に向け、学校の取組だけでなく、家庭・地域の「協働」の取組（案）についても記述す

る。具体的には、＜別紙＞「学校・家庭・地域の『協働』について」を参考にして策定する。 

③ 第１回学力向上会議 

②の学力向上プラン１（案）を中心に、保護者の代表や地域の代表に説明し、協議する。 

（説明・協議の視点） 

・学力・学習状況調査の結果や日常の学力・学習状況に基づく児童生徒の課題について 

・課題解決に向けた具体的な取組（授業改善の取組・その他の学習指導の取組・学習状況改

善の取組等）について 

・家庭・地域との「協働」について 

（留意点） 

・第１回学力向上会議の協議を踏まえ、②の学力向上プラン１を確定する。 

④ 学力向上プラン２（案）の策定 

校長は、学力向上プラン１の取組の実現状況と次年度の課題等について、様式例３を参考

に、学力向上プラン２（案）を策定する。 

⑤ 第２回学力向上会議 

学力向上プラン２（案）を中心に、保護者の代表や地域の代表に説明し、協議する。 

（説明・協議の視点） 

・学力向上プラン１の達成状況、残された課題について 

・次年度の取組と展望について 

（留意点） 

・第２回学力向上会議の協議を踏まえ、④の学力向上プラン２を確定する。 

・次年度当初に見直しをした上で、家庭・地域に提示する。 
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